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　本冊子は，日本大学工学部建築学科にて，令和6年度の卒業研究に
おいて卒業設計に取り組んだ方の作品概要を収録した作品集です。
今年度の掲載作品数は44点で，前年度より7点多くなっています。卒
業研究履修者が166名でしたので（昨年は179名），卒業設計着手者
の割合（26.5%）としては，昨年よりかなり増えていることが分かり
ます（昨年は20.7％）。履修者の2.5割と言うとやや少ない印象を受
けるかもしれませんが、計画・環境系の卒業研究履修者数（102名）
から見ると，およそ４割の方が卒業設計にチャレンジしたことにな
ります（43.1%）。
　今年度も，3日間の学内展示会を開催し，最終日にはポスターセッ
ション形式のプレゼンテーションを行いました。期間中，常勤教員
15名，非常勤講師13名による投票をもとに一次審査が行われ，上位
12作品を公開プレゼンテーションの対象作品としました。二次審査
では，昨年からの試みとして，対象作品の全てを別ブースに移して
一堂に会し，審査委員や一部の学生さんは着座にてプレゼンを見学
することができるように配置しました。1作品あたりのプレゼンテー
ションはおよそ４分程度で，引き続き質疑応答が行われました。ま
た，その後の予備投票（１次投票）結果を参考に，審査委員が各々
の意見を述べました。
　二次審査において，昨年と大きく異なる点は，「優秀賞」が新設
されたことです。これまでは，最も優れた作品に対して授与される
「桜建賞」を選考するための審査でしたが，賞の増設により，優秀
作品の上位３点を選考するための審査へと、主旨が変更となりまし
た。これまで１点に限られていた受賞者数が３点に拡大されたこと
により，卒業設計着手者にとって，多少なりともモチベーションの
維持・向上に寄与したものと拝察致します。また，学外展示の開催
場所を，郡山駅前の会場から市立美術館に移行したことも大きな変
更点です。お陰様で，これまで以上に多くの方にご見学いただいて
おります。開催に向けて多大なるご協力を賜りました，美術館館長
の永山多貴子氏をはじめとした関係者の皆様に，この場をお借りし
て心より御礼申し上げます。本展示会が，建築デザイン学の魅力を
お伝えする機会の一助になれれば幸いです。
　尚，本作品集は，全体の頁数を考慮し，一次審査，二次審査の結
果を勘案して配分された頁数に応じて構成されています。作品の制
作から学内・学外展示および発表と，作品集の制作に至るまで，長
期に渡り全力で戦い続けた皆さんに敬意を表するとともに，今後の
益々のご活躍を心より祈念しております。
　最後に，一年間を通して作品制作のご指導をいただいた先生方に
感謝申し上げるとともに，本年度の卒業設計展の運営，並びに本作
品集の企画・制作等にご尽力いただきました濱田幸雄先生，山岸吉
弘先生，高橋岳志先生に，改めて御礼申し上げます。

　令和7年3月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　建築学科　主任教授
　　　　　　　　　　 　　　　   　　　　　　　　　廣　田　篤　彦
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荒木　水緒
　私は故郷が苦手だった。生まれ育った場所
でありながら、いつしか離れることだけを考
えていた。しかし、久しぶりに訪れた故郷は
かつての姿を失いかけていた。茨城県桜川
市・富谷山のヤマザクラは減少し、採石に
よって山の輪郭は大きく変わり、かつての林
間教場も火災で消えた。「いつでもある」と
思っていた原風景は、気づかぬうちに失われ
ていた。
　今、人は生きる場所も、最期を迎える場所
も自由に選べる時代だ。だからこそ、私は

「故郷に関わり続ける」という新たなつなが
り方を提案する。
　本設計では、消えゆく風景に新たな価値を
与え、故郷と人との関係を再構築することを
目指す。ヤマザクラが未来へとつながる物語
を紡ぎ、かつての教育の場の精神を受け継ぐ
空間が、新たな原風景を生み出す。そこに住
む人も、離れた人も、そしてこれまで故郷を
意識しなかった人も、ふと「帰りたい」と思
える場所へ。人が住まなくとも、関わり続け
ることで、故郷は「生き続ける地」となる。

site1：火葬場・樹木葬の場
　単に葬送の機能を持つ場を設計す
るのではなく、人々が故郷へ帰る
きっかけとなり、記憶に残る特別な
場を育むことを目的とする。命が還
る場所として「再生」の意図を持つ
空間。人々の記憶を深め、故郷への
意識を育てるとともに、地域に根付
いた命の循環を象徴する場として計
画する。
site2：地域の里山学校
　原風景や原体験を共有し、新たな
原風景を築く場所である。かつて林
間教場で行われていた「集い」「主
体的な体験の共有」という精神を受
け継ぎ、学びを通じて故郷を「帰る
べき場所」として再認識する。この
建築は単なる交流の場ではなく、地
域に還元される場として機能する。
地域の歴史や文化を再確認し、故郷
が未来へと地続きになる存在とし
て、新たな価値を生み出していく。
site3：地域拠点・宿泊施設
　地域住民が集い、帰郷者とのつな
がりを緩やかに育む、暮らしに寄り
添う地域拠点として計画する。
Site2が教育や共同活動を軸とする
のに対し、ここではより日常的で個
人的な体験を提供する。過去の故郷
としての郷愁に浸るだけでなく、地
域とともに未来のふるさとを築いて
いくためのプラットフォームとな
る。

桜還の地 ―過去から未来へ関わり続ける「生き続ける故郷」の創造―

桜建賞・日本建築学会「第66回全国大学・高専卒業設計展示会」出展

卒業設計優秀作品
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小日向　環
　ヘルマン・ヘッセの『デミアン』は、相反
する概念の統合による精神的成長を描いた作
品であり、私自身もこの書を通じて内面の変
化を経験した。本設計は、その思想を建築的
に表現する試みである。
設計においては、自己の内的世界を敷地と
し、縦方向に積層する構成を採用する。「内
的世界」を象徴する箱、「理想」を示す結
晶、思考の過程を表す階段と踊り場、そして
それらを繋ぐ「並行二重螺旋」によって、探
究と変容の流れを表現する。箱の内部に施さ

れた銀紙は、曖昧な鏡面効果を生み出し、自
己の揺らぎや理想と現実の境界を意識させ
る。並行二重螺旋は、単なる対比ではなく、
理想が私の目指すべき象徴であると同時に、
時には導き手として、立ち止まった私のもと
へ戻り、ともに歩みを進める存在でもある。
そのため、2本の螺旋は並行しながら交わ
り、私の内的世界に精神性を宿すのである。
『デミアン』の思想を建築に昇華し、自己探
求と精神的成長の場を創出することを目指
す。

　本設計では、実在する土地ではな
く、自己の内的世界を敷地とし、縦
方向に積層する空間構成を採用す
る。「現実」と「理想」が交錯し、
濃縮・昇華されるプロセスを空間的
に表現し、精神的成長の過程を示す
ものである。主要な構成要素は「内
的世界」「結晶」「思考の歩みと支
え」からなる。内的世界を象徴する
「箱」は、自己認識の揺らぎを映し
出す装置であり、銀紙による鏡面効
果が理想と現実の曖昧な境界を意識
させる。「結晶」は、外的刺激に
よって形作られ、現実に突き刺さる
理想の象徴である。それは自己内面
に亀裂を生じさせ、新たな変化を促
す存在となる。「思考の歩みと支
え」としての階段は、思索の過程を
示し、踊り場は思考の停滞や深化の
場となる。ピアノ線は、階段を支え
ると同時に、探究の歩みを絶やさな
い「記憶の線」として機能する。こ
れらの要素は「並行二重螺旋」の構
造によって統合される。螺旋は「理
想」と「現実」、「理想の私」と
「現在の私」を象徴し、並行しつつ
も交差しながら進行することで、精
神的成長の流れを表現する。この構
造を通じ、ヘッセの『デミアン』に
おける二元性と自己変容の思想を通
し、自己の内面を建築として具現化
することを試みる。

カタルシス峡谷 ―『デミアン』から紐解く詩的空間の解放―

卒業設計優秀賞・日本建築家協会「JIA東北学生卒業設計コンクール2025」出品/ 第9回JIA福島地域会賞

卒業設計優秀作品
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酒井　美咲

　　　

NURBS曲線を用いたシェル構造曲面形状屋根の設計
―くらしと地域に根ざした避難のかたち―

卒業設計優秀賞・近代建築『卒業制作2025』掲載

　裏磐梯は磐梯朝日国立公園内に位置し、活
火山が存在する地域である。過去２００年以
内に水蒸気爆発による噴火が起こった歴史が
ある。活火山がある以上、いつ再び噴火する
か分からない不安定な状況にある。そうした
危険はあるものの、裏磐梯は「避暑地」とし
てスキー場やレジャー施設などもあり、観光
地としても人気が高い地域となっているため
ハイシーズンには人口の５倍の観光客が滞在
することもある。こうした観光客や今住んで
いる住民は噴火の過去を知らない人がほとん
どであり、知っていたとしても未来のことと

いう曖昧な認識である。そのため、避難につ
いての情報や避難経路、施設などが不足して
いる現状となっている。噴火を予想した図が
まとめられているハザードマップは存在する
ものの、避難についてや対策について不十分
な点が多い。そこで、普段から村にある桧原
湖を周遊するコミュニティバスを活用し、速
やかに避難・誘導ができる計画を提案する。
構造物を丈夫にするためNURBS曲線で造形
し、構造計算を踏まえた設計を行うこととし
た。

１　メインシェルター
　メインシェルターは災害時の拠点
となる施設である。コンクリート、
ガラス、木材を基調としたデザイン
になっている。災害時の拠点となっ
ているが、普段から利用できる機能
を備えることで、建物自体を身近な
ものとして利用してもらえる計画を
行う。１階と地下で機能が異なる。
１階　図書館、カフェ、ジム
　　　ステージ、ワークスペース
地下　備蓄倉庫、多目的ルーム
　　　会議室、医務室、仮眠室
　１階には普段から利用できる機能
として、村にはないものを採用し住
民のニーズに応えるように心掛け
た。屋根は曲面形状屋根を用い、磐
梯山の山並みと重なるように膨らみ
がある。５つある膨らみの下にはそ
れぞれ１階の５つの機能と関連して
おり膨らみの下に人が自然と集まる
ように、膨らみから生まれる窪みは
仕切りのようでありながら空間を繋
ぐようにデザインされている。
２　バス停１＆２
　バス停は現在もあるコミュニティ
バスのバス停を増設し、活性化させ
るために、そして一時避難もできる
ように計画を行った。デザインは１
と２があり、コンクリートで構成さ
れその下には座面が木材のベンチが
ある。このベンチにはかまどや収納
を搭載し、普段も緊急時でも利用で
きるように設計を行った。

卒業設計優秀作品
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阿見　由莉奈
　「踊っている様なエネルギーを感じさせる
にぎわいや楽しさを創出させたい」という私
の気持ちを込め、表現の場所や路地的な空間
をまちや都市の特性を活かして、デザインを
した。敷地は、宇都宮の駅前から続く大通り
に面した空き商業ビル（旧パルコ）とその南
側で、市の代表的な歴史的遺産である二荒山
神社前でもありその参道にも接している。内
部には溜りをつくりながら、外部に対しては
透明感のある表現の場をまちや都市に表出さ
せることで、大通りで分断されている二荒山

神社側と敷地側を、視覚的にも連続させ、新
しい息吹をもたらす都市の核と軸をつくり出
したいと考えた。個としての建築の成立にと
どまらず、北は二荒山神社から下る階段や鳥
居前広場とのつながり、南は古くからある横
丁につながる空き地を利用した路地的なつな
がりといった、都市の平断面を意識した設計
とした。その時々に、まちや都市の新たな要
求をのみ込みながら、それらが表出すること
で、まちや都市の雰囲気を変えられる可能性
があるのではないかと考えている。

アーバンダンス ー表現の「場」と「路」の設計ー

　アクティビティーに目を向けると、従来か
らあるストリートダンスの他にキッズダン
ス、ブレイキン、アーバンスポーツと言われ
る様なコンテンツも意識した場を設計。練習
も含めてパフォーマンスする側だけでなく見
る側として、文化的な相乗効果が期待でき
る、ギャラリー、ライブラリー、カフェ、
ワークショップも含めて、多世代が幅広く楽
しめる空間づくりを意識した。核となってい
る立体的な建築では、貴重な自然環境も含め
て外部の雰囲気を敷地内に引き込むことによ

る境界の曖昧さ、吹き抜け等による上下の空
間の視覚的連続によって様々な動きを誘発し
つつ「見る・見られる」の関係を創出。まち
や都市と一体となりながらも刺激を与えられ
る建築空間を考えた。また、南側の小さな敷
地では、性格が異なる敷地をゆるやかにつな
げるため通り抜けも出来る空間とし、曲線の
壁でエリアを仕切ることで、小さな路地的が
持つ魅力的な囲われ感を意識した。連短する
大小の敷地を、周囲に馴染みながらも、連続
する創造的な活動を促す空間に変えている。

レモン画翠「第48回学生設計優秀作品展」出展

卒業設計優秀作品
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日下部　杏
　

繋がりの湯道 ―温故知新―

　本設計の敷地は福島県福島市にある飯坂温
泉を選定した。飯坂温泉はかつて秋保温泉、
鳴子温泉と共に奥州三大古湯にも数えられて
いる。しかし現在年間観光客数は約39万人
と最盛期の4分の1まで落ち込んでいる。
　温泉街はかつて、バスツアーや社員旅行な
ど様々なシーンで利用され、活気あふれる場
所だった。しかし、時代の変化と共に人々の
温泉街への見方や価値観は変化し、温泉に抵
抗感や味気なさを感じる若者も少なくない。
こにより、飯坂温泉でもかつて行われていた

営みは失われ、それにともないコミュニケー
ションの輪も狭まってしまった。
　そこで本設計では、飯坂温泉の温泉熱・温
泉水を重要な資源と捉え、これまでと違った
形で飯坂温泉の賑わい創出に活かせないかと
考えた。また、その建築と機能によってかつ
て地域の人々の営みを取りも戻し、観光客だ
けでなく地域全体でのコミュニケーションの
起点をつくることを目標とし、設計を行う。

　本設計のメインであるSite1では、飯坂の
伝統的産業でもある果物づくりにフォーカス
し、温泉熱と掛け合わせて温室での果物栽培
を行う。また、果物づくりのプロセスを町の
中に開放し、その1つ1つを体験可能とする
協働農園を提案する。町のみんなで果物を育
てることで、地域のコミュニティの起点とな
るだけでなく、この農園を通して飯坂の伝統
ある産業を体験し、飯坂温泉や果物づくりに
興味を持ってもらうことで、短期就業や移住
の足掛かりとなることを期待する。
Site2では、飯坂温泉の歴史ある生業であっ

た旅館に注目し、温泉熱と掛け合わせ、エコ
で持続可能な温泉旅館を計画する。これまで
の温泉旅館とは異なり、温泉の機能やライブ
ラリなどの機能を道の一部のように繋げ、旅
館がまち歩きの一部となるような計画をす
る。
Site3では温泉水・温泉熱を使ったアート拠
点を展開し、どんな世代でも楽しめる、飯坂
温泉街でしかできない体験を提供する。その
他Site4～6でも、温泉熱や温泉水を使い新
たな温泉街の価値を創造する。

日本インテリア学会「第32回卒業作品展」出展

卒業設計優秀作品
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大竹　優
　子どもの頃、帰り道にあった廃墟にどこか
魅力を感じて通学路から少し外れた廃墟に人
が集まり、帰っている目的を忘れて非日常空
間を体験していた。都市空間の中には廃墟の
入口があり、無人の廃墟が「もう一つの通学
路」をつくっていた。都市は生成と崩壊を繰
り返す性質を持ち、その過程で生まれる土地
の履歴や記憶を廃墟として捉えることができ
る。さらに、その廃墟が蓄積され、再び物質
化することで、都市の未来が形作られると考
えられる。

福島県いわき市内郷地区には常磐炭田と呼ば
れる炭鉱が広がっていた。炭鉱には、かつて
存在していた人々や活動の「痕跡」が残って
いる。負の遺産として町の記憶から忘れ去ら
れている町の遺産は、内郷のコンテクストを
浮き彫りにし、その都市構造にも影響を与え
ている。内郷地区の持つ「痕跡」廃墟的要素
を活用し、これらの廃墟的要素を用いること
で新たな都市空間の形成を行う。

　元内郷線の廃線跡や坑道跡、ずり
山の土地の履歴と点在する廃墟を重
ね合わせることで、廃墟的要素を用
いた「慰霊と供養の踊りの場」、
「通学路」、「祈りの場」を計画す
る。
①〈慰霊と供養の踊りの場〉
　盆踊りは年に一度、祖先が一時的
に現世に戻ってくると信じられてお
り、ご先祖様を現世でおもてなしを
する。ご先祖様が主人公となる伝統
行事の考えをもとに、点在する廃墟
と回転やぐらの行事が交わることで
特別な空間を提案する。その空間は
、『明』と『暗』が建築的に交錯
し、逆転する価値観を創出する場と
なる。
②〈もう一つの通学路〉
　廃線跡と坑道跡には、新たに道を
計画する。廃墟が生み出している住
民間の分断は、坑道跡を顕在化する
ことでつなぎ直し、住民間の壁を取
り除くことを目指す。
③〈人工山の祈りの場〉
　かつてずり山と呼ばれる人工の山
があった。現在、ずり山は削られ住
宅団地としてりようされているが今
もずり山の断層は残っている。シン
ボルだったずり山の土地に内郷独自
の伝統行事である「立志式」を行
い、歴史を振り返る場となる。

風化と蘇生
―廃墟的要素を活用した新たな都市空間の形成―

風化と蘇生

アルミの反射により日常は街の活動や空の色を天井と屋根に映し、年に一回の回転やぐら盆踊り大会は提灯の光がアルミに反射し、
日常では表せない非日常空間を創る。

site-1 反転する日本一の回転やぐら

卒業設計優秀作品
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花の持つ形
葛原　智気

　本敷地の青森県黒石市では過疎化が進み、
超高齢社会になったことにより、孤立死・孤
独死問題が深刻になってきている。孤立死は
地域や家族とのコミュニティが疎遠になって
孤立して死ぬこと、孤独死は誰の目にも触れ
ずに死ぬことである。これらの要因として、
「誰かとのつながり」がなくなることで発生
している。この死に方は、人として尊厳を損
ない、人が人として死ぬことができない社会
問題となっている。これを解決すべく、今回
設計を行う。住宅化や都市化が進むことと人

間にとって悲惨な孤独死が発生することで、
星の持つエネルギーの流れが滞り、魂が地上
に留まってしまう。これにより、世界中で人
口が増えているのに対し、日本各地では新し
い生命が生まれず、著しく人口減少問題が起
きている。黒石市もこのコミュニティの過疎
化と孤立死・孤独死、人口減少の負のスパイ
ラルが起きていると考え、今回、生命の循環
を行うための建築を行うこととした。

　黒石市の歴史の中で城下町として
栄えていたときのエネルギーや今ま
でに亡くなったものの魂が眠る神社
や寺院を使って循環を促そうとした
ところ４つの歴史ある場所が対角線
で結ばれ、交点が現在の市役所の位
置になった。ここの交点を使って栄
えていた時代のエネルギーを街に送
るべく「木」を模した建築をSite１
で行い、根がこの神社や寺院からエ
ネルギーや魂を供給と循環を行うこ
とで、孤立死や人口減少などの生命
に関する問題を解決しようというの
が今回の設計である。この生命を循
環させるための木があることで街中
に新たな「花」が咲き、この「花」
がまちを活性化させるという建築が
Site２～Site５のプロジェクトであ
る。「木」では、街の生命の生成、
「花」は位置関係を昔ながらの方角
に基づき、「風水」に関係した建築
を行った。Site１では、人や魂、エ
ネルギーのすべてが集まる「交流棟」、
Site２では、街の玄関としてエネル
ギーが入ってくる場所に「飲食店」
「直売所」、Site３では、邪気を追
い払うべく、力ある芸術関係の「複
合施設」、Site４では、誕生した生
命を温かく育むための「保育園」、
Site５では、霊界とのコミュニティ
の場としての「祠」「東屋」を設計
した。 

―生と死を結ぶ線―

卒業設計優秀作品
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三瓶　夏蓮
　伝統工芸とは各地域で生産される「土地の
素材」を活用して農民らの副業として行われ
ていたのが始まりである。芸術的価値ではな
く、毎日の生活で愛用されて私たちの生活を
支えていた「技術」が伝統工芸なのである。
しかし、需要の減少や後継者不足により、衰
退してきている。
　福島県郡山市にある海老根伝統手漉和紙も
そのひとつである。1658年頃から始めら
れ，地域全体で和紙を生産していたが、
1989年には和紙生産が途絶えてしまった。

その後，1998年に地元の人々が保存会を立
ち上げ、再び和紙が作られ始めたが、高齢者
による生産のため、存続が難しくなってきて
いる。伝統工芸が衰退している要因のひとつ
に「若者の工芸品離れ」がある。それは、伝
統工芸品は高価で手の届きにくいものという
イメージが原因である。
　本設計では、伝統工芸を身近に感じてもら
う・和紙の魅力を知ってもらう為に和紙を多
用し、地域に開いた建築とすることで、伝統
工芸を継承していくことを目的とする。

光を漉く
ー和紙の可能性ー

①和紙工房
　現在の和紙工房は、高齢者が冬場に作業す
るにはとても厳しい現状である。また、地域
に閉じた建築となっており、主要道路からは
一切見えない場所に位置している。さらに、
和紙制作以外の時期は全く使われていないと
いう問題点もある。そこで、地域に開いた明
るい和紙工房を設計する。和紙を使った作品
を展示する他、建築全体に和紙を多用し、和
紙の空間をつくることで和紙制作期間以外は
和紙の美術館として運用するなど、長期的に

使える和紙工房とする。
②バス停
　現在の海老名停留所は標識柱と数台の自動
販売機があるだけの小さな場所である。待合
所と和紙の直売所を合わせることで、新しい
コミュニケーションが生まれる。さらに、工
房に足を運ぶきっかけをつくりだす。
③食べる和紙
　コウゾを使った料理を提供する場所を設
け、別の視点から和紙の新たな魅力を伝え
る。
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菅原　海美
イーハトーブ２０２５

―まちなかのさいわい―

　岩手県の中央に位置する花巻市では、偉人
として宮沢賢治が広く知られている。童話作
家としての宮沢賢治は有名だが、その人とな
りは広く知られていない。また、「宮沢賢治
記念館」や「宮沢賢治童話村」など宮沢賢治
に関する施設は多くあるが、公共交通機関で
はアクセスがしにくく展示が主体の施設と
なっているため、宮沢賢治が実体験から得た
考えを建築空間から感じ取れるとは言い難
い。そこで、本設計では宮沢賢治の作品から
得られるメッセージを読み解き、その考え方
や宮沢賢治の愛した理想郷「イーハトーブ

（花巻）」の良さに触れることのできる、体
験型施設を提案する。宮沢賢治が作品を通し
て残したメッセージは主に2つに絞られる。
1つ目は、宇宙規模で物事を捉え、自身の世
界を広げ、様々な考え方を持ち、やりたいこ
とや魅力を感じるものを人生の中で見つけ、
生きていくべきであるという考え方だ。2つ
目は、現在残されている自然に目を向け、そ
れを大切にするという考え方である。これら
のメッセージを建築に落としこみ、提案を
行っていく。

①地形を生かした建築
　今回選定した敷地の大堰川沿いは
遊歩道と川の高低差が5メートルほ
どあり、傾斜が続いている。この傾
斜を活かし、段上になった建築を提
案する。また、遊歩道は400メート
ルほどあり、川の周りを一周すると
1キロメートルほどの距離となって
いる。景観が徐々に移り変わるのと
同様に建物も川に沿って連続した配
置とする。

②遊歩道で空間を繋ぐ
　遊歩道を歩きながら様々な体験を
し、感じたこと、気付いたことか
ら、宮沢賢治が伝えたいことを自分
なりに考え、作品の魅力、作品の舞
台となった花巻の魅力を知る。

③作品と自然に誘導する仕掛け
　今回提案する4施設の機能はそれ
ぞれ、宮沢賢治の作品とそれに関連
する書籍を閲覧可能な図書館。大堰
川や、植物を見ながら食事をするレ
ストラン。遊歩道を上から眺め、空
を見ることのできる展望施設。隣接
する商店街と、遊歩道を繋ぐ路地空
間とする。それぞれの施設は、川、
植物、空など周辺の自然環境と宮沢
賢治の作品に触れることをテーマと
した。

卒業設計優秀作品
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塚田　響
　日本における人口減少は深刻化しており、
特に日持ちしないレタス産業は胃袋の減少及
び、需要の減少とともに存続が危機に瀕して
いる。
　長野県川上村は、日本有数のレタス産地で
あるが、この地域もまた、人口減少や少子高
齢化、若年層の都市への流出が深刻化してお
り、農業従事者や担い手が不足している。こ
のままでは、この村を、つくりだしている地
平線いっぱいに広がる美しいレタス畑の景観
が失われてしまう。本計画では、川上村の歴

史や文化を継承しつつ、レタス産業に関わる
建築群を建て農業に関係する人を増やし、地
域の活性化を目指す。
　敷地はJA川II上物産原集荷場(site2)およ
びその周辺とし、既存の集荷場機能を活かし
ながら、オーベルジュや直売所などを併設
し、観光客と農家が交流できる場を創出す
る。さらに鉄道沿線が通る立地を活かし、駅
を新設。これにより、都会からの交通を確保
し、農業の持続性を高め、地域の魅力を未来
へとつなぐ建築を提案する。

四辻を彩る
―レタス畑の風景と人々をつなぐ建築群―

　本設計では、レタス街道や小海線といった
交通網の通る立地を活かし、この四辻周辺に
農業に関わる建築群を建て、農にかかわる
人、農業従事者を増やすきっかけをつくり、
この景観を保持していく建築群を設計する。
site1…観光客を呼び込むための駅
　2年間ほど畑として利用されていなかった
放棄地に新設し、形態として川上村の住居に
見られる勝手口の構成要素を取り入れること
で、旅行客と地域住民の方々に親しみやすい
雰囲気をつくり出す。

site2…レタスと人が集まる集荷場
　オーベルジュや直売所を併設することで、
観光客と農家の交流の場を提供。形態は、大
スパンを確保できる構造とし、周囲に広がる
レタス畑の畝やビニールハウスとの関係を考
慮し、ヴォールト形状を採用することで、周
辺のレタス畑の風景とつながる。
site3…地域をケアする福祉施設
　見守り、見守られるこども園。ここに福祉
施設を併設することで、世代間交流を生み、
農業に携わる人々が増えることを目指す。

四辻を彩る

レタス畑の風景と人々をつなぐ建築群

卒業設計優秀作品
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中島　大翔
　かつて農業は人々の生活の基盤であり、住
風景の一部に常に農景観が存在した。しか
し、近代化に伴う経済規模の拡大や生産効率
の向上により、農地は農作物を生産するため
だけの存在となり、農景観は今や住風景から
乖離しつつある。さらに、生産緑地制度の終
了によりこれらに拍車がかかり、今後も農業
に関わる人々とその風景は減少し、住宅と農
業の関係は希薄化すると考えられる。
　また、「ニュータウン」と称される住宅団
地は、都市へ集中する人口の受け皿として、

地域住民の住まいの確保と居住水準の向上に
大きな役割を果たしてきた。しかし、昨今で
は全国で高度成長期を中心に開発された約
3000カ所に及ぶ住宅団地で、住民の高齢化
が進行し、生活利便や地域コミュニティの活
力の低下、空き家・空き地の発生等の課題が
顕在化している。
　本設計では、農業を媒介としニュータウン
を段階的に1つの集合住宅に集約させること
で、これからのニュータウンのロールモデル
と農と住まう集住の在り方を提案する。

「暮らしを重ね織り、
―ニュータウンの再編―

①まちを集約する。
　住宅街を段階的にひとつの集合住宅に集約
させていく。フットパスの形成や農地を段階
的に集約させることで、まちの活動の層が厚
くなり、小さくも濃い暮らしに重ねていく。
②住宅の農地転用。
　住民が農業に参加することで環境意識も高
まり、農業活動を通じ交流することで、コ
ミュニティを強固にする。
③敷地境界を解体。
　集合住宅と共有農地を計画し、敷地境界を
解体する。また、まちの集約を行うことで家

族ごとに住む従来の感覚から離れ、農業を介
し、地域一体で住む感覚を養う。これによ
り、持続的かつ自然発生的なコミュニティを
生み出す。
④自然と／に住む。
　農業とともに住むことは、自然と住まうこ
とである。また、住宅に住むことは自然に住
まうことである。この自然とともに住まう空
間(野性的)と住民がありのままで自然に住ま
う空間(合理的)を建築的要素として抽出す
る。

卒業設計優秀作品
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ﾇｱﾑﾂ ｴｶﾃﾘｰﾅ
　会津若松市には歴史的価値の高い土蔵が多
く点在し、地域の文化や景観を構成する重要
な要素となっている。しかし、維持・管理に
は多額の費用がかかり、所有者の負担が大き
いため、老朽化が進み、多くの土蔵が失われ
つつある。会津若松市内に点在していること
から観光資源として一体的に活用することが
難しく、歴史的建築物としての魅力を十分に
体験できる機会も限られている。さらに、多
くの土蔵は具体的な用途が決まらないまま放
置され、再利用されないことで観光客の減少

や建物の価値認識の低下につながっている。
　一方、ヨーロッパでは歴史的建築物を宿
泊・交流施設として活用し、観光資源として
成功を収めている。このような活用方法によ
り、建物の保存が促進されると同時に、観光
客が地域のコミュニティの一員として文化や
伝統を深く体験できる仕組みが整っている。
　また、会津若松市では外国人観光客の割合
が低く、地域住民との交流の機会も限られて
いる。その結果、歴史的建築物を活かした地
域活性化の可能性が引き出されていない。

記憶の紡ぎ手
―蔵と共に歩む再生の場―

　本設計では、会津若松の歴史的建築物であ
る土蔵を再活用し、地域の伝統や文化を深く
体験できる観光・交流拠点を提案する。土蔵
を宿泊型シェアハウスとして活用し、地域住
民と観光客が共に生活することで、新たなコ
ミュニティを創出することを目指す。
　①敷地を3つの主要エリアに分割
　敷地を3つの主要エリアに分割する。各エ
リアを日常交流エリア（Site1）、文化を
「観る」エリア（Site2）、文化を「体験す
る」エリア（Site3）として計画する。

　②新たな空間を計画動線で接続
　会津若松市大町通り周辺には、寺院が多く
存在する。しかし、路地が狭少で、移動が困
難であるため、敷地内外の新たな空間をつな
ぐ動線を設ける。
　③土蔵のリノベーションや移築
　会津若松市の設定敷地にある土蔵をリノ
ベーションする。土蔵の構造をデザインに活
かし、地域住民や観光客にその伝統的な躯体
の魅力を伝える。また、点在する既存の土蔵
を移築し、再活用する。

卒業設計優秀作品
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阿部　穂乃華
　現在の日本は、少子高齢化の進行に伴い、
人口は減少の一途を辿っている。その一方で
都市集中、とりわけ東京への一極集中が進
む。このままいくと地方は衰退するばかり
で、少しでも地方に分散させていくべきであ
ろう。しかし、いくら分散させ再生を図ろう
とも、人口は減少する一方で、担い手がない
以上維持は困難となり消滅する地域がいずれ
出てくる。
　私の出身地である茨城県は、首都圏にある
ため、県西エリアは賑わいを見せているが、

それ以外の、いわゆる田舎に当たる地域は、
衰退傾向にあり、忘れ去られる可能性があ
る。
　故郷がなくなるというのは、その地に生ま
れ育った者にとって、無条件で心が安らぐ場
所を喪失することと同義であり、耐え難いこ
とである。
　そこで本計画では、衰退していく地域を
人々の記憶に残すために、その土地の「風景
」に注目し、その土地ならではの魅力を伝え
る建築をつくる。

　超高齢社会の現在、高齢者を中心
とした街づくりや政策が多く、意識
は自ずと高齢者に向きがちだが、こ
れからの田舎のあるべき姿として、
社会を担う働く世代に向け、息抜き
に訪れる者に対して開かれた場とな
ることが望ましいのではないか。
　本計画では、そうした田舎の、周
辺に人気がないことを逆手に取っ
て、以下の4つの建物を計画する。

①宿泊施設…癒す
　疲れたときにふと立ち寄り、日々
の疲れを癒し、また日常へ戻るため
に英気を養うことのできる原点とし
て、ひっそりと佇む、隠れ家のよう
な宿。

②コミュニティ施設…繋ぐ
　里山と水田の維持管理及び、交流
の場として地域内の団結と地域外の
人々との交流を図る施設。

③眺望亭…惹きつける
　見どころである里山と水田の景色
を魅せ、2畳程の空間で一人の時間
を堪能する小屋。

④宿泊管理棟…支える
　宿泊者のサポートを行う施設。

在りし日の記録
―行方の里山につくる第三の居場所―
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都市のシンボルへ
ー仙台城本丸跡の計画ー井澤　颯汰

　かつて、伊達政宗という戦国大名がいた。
その治世によって今の100万都市の礎が築か
れたが、政宗が造った仙台城の本丸は，明治
初年の廃城令により壊され、城壁や櫓も以後
の火災や第二次世界大戦の空襲よって失わ
れ、残るものはほとんどない。それでも市内
有数の観光地ではあり、福島県沖地震
（2021-22）で被害を受けた石垣の修復
と、かつて国宝に指定された大手門と脇櫓の
復元が進むものの、少々寂しいものとなって
いる。本計画では、仙台城本丸跡を見直し、

重臣の屋敷の復元、かつてあった建物の復元
や伊達政宗が東北にもたらした桃山文化を体
現する日本庭園等、これらを計画し、伊達家
の歴史を語る上で欠かせないエリアとして再
構成することで、都市・仙台の精神的・視覚
的シンボルとして構築することを提案する。

　本計画では、本丸跡に以下の空間
を新たに設計し、また、既存の建物
として現にある護國神社は残した形
で、安土桃山時代から近代の歴史を
紡ぐエリアとして提案する。
ⅰ）茂庭綱元の屋敷
　この建物は、伊達三傑と呼ばれる
内の一人で、伊達家の重臣である。
キリシタンだったとの説のある一方
で，晩年には名を了庵と改め，仏門
に入ったとも言われるなど，その素
性は謎に包まれている。茂庭綱元の
余生を過ごした屋敷を創造復元した
ものである。
ⅱ）眺望邸
　仙台城の東側の崖に、崖から突出
する形で、懸造で作られていた屋敷
があったと言われる。饗応のために
使われていたと言われるが，大広間
が他にあることから，本来の用途は
謎ともされる。この建物を独自の考
察と本来のあり方として復元したも
の。
ⅲ）本丸御殿
　この建物は、仙台城本丸跡の中心
に位置する建物であり、主に食事処
やお土産コーナーとしての機能を持
ち、主に休憩スペースとして利用す
る建物である。
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市川　太陽
　「福島」という言葉は、2011年の東日本
大震災と、福島第一原発事故により英語表記
の「Fukushima」として全世界に広まっ
た。今も「Fukushima」と聞けば、原発の
まちと認識されてしまうことは事実である。
しかし、福島は全国でも有数の果物の産地で
ある。また、猪苗代湖や会津若松城などの観
光地が多く、自然の豊かさや歴史を感じるこ
とができる。そこで、今なお続く風評を払拭
し、福島の魅力を伝えるためには、福島の人
と交流することが大切だと考える。

　国籍を問わず、様々な人が訪れる特徴をも
つ空港は大きな可能性を秘めている。しか
し、地方空港では便巣の減少や新型感染症に
よる国内線、国際線の減少により、利用者の
減少が見られる。空港は目的りに行くための
経由地として利用されている。その結果、観
光客や利用者の滞在時間が短くなり，閑散と
している。本設計では地方空港が国際交流の
拠点として機能することで、多国籍・多世代
の来訪者が福島に長期滞在できる建築を提案
する。

　国際交流拠点として、多国籍の来
訪者が日常を過ごせるシェアハウス
を計画する。共同生活の中で様々な
価値観を共有し、食や芸術文化など
を通した、異文化交流のきっかけお
なる複合施設を目指す。また、福島
空港は地域住民にとって飛行機以外
で訪れる機会が少ない。福島空港が
地域住民にとっての生活の拠点にな
ることで、多国籍の来訪者との交流
を図り、福島についての興味や関心
を高めることを目指す。
　シェアハウス内だけでなく、地域
住民・来訪者との交流を促すため
に、交流・体験ができる施設を計画
する。シェキッチンや、ジム、ラン
ドリー、カフェ、ゲストハウス、な
どの共有できる空間を設けること
で、住民同士のコミュニティ活発
化、ライフスタイルの多様化に応じ
た施設を提案する。地域にとっての
交流の場、生活の中心となるシェア
スペースを提案する。
　空港の駐車場は人が乗っていない
車が多く留まり、寂しい空間であ
る。そこで駐車空間をうまく利用
し，車だけでなく車が過ごせる空間
にすることで、新たな駐車場の可能
性を引き出す。車両交通が優先の駐
車場を一部歩者共存の空間にし、地
域住民が自由に利用できるコモンス
ペースを提案する。

Hub Park
―つながりと未来を紡ぐ交流の場―
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猪野　将平
緑と縁

―参道コミュニティ―

　近年、子どもたちを取り巻く生活環境は多
様に変化し、それに伴い子どもたちは、何か
しらの「生きづらさ」を抱えていると考えて
いる。そういった、子どもたちを支えるため
に必要なのは福祉機能である。しかし、現在
の福祉機能は一つの建物に集約され、閉鎖的
で地域社会とのつながりや、地域に対する関
心の希薄化が問題となっている。
　本設計では、さいたま市大宮区に位置する
氷川神社の参道沿いに敷地を選定。子どもた
ち一人一人が健やかに成長していくための居

場所づくりをテーマとし、子どもの成育環境
に必要な新たな環境を提案する。そしてこの
環境は、今まで一つの建物に集約されていた
福祉機能の障壁を取り払い、様々な福祉機能
を参道沿いに点在させることにより構成。
　参道沿いに地域とのつながりをもたらすコ
ミュニティの形成を促す。そして、それぞれ
の建築にその時居合わせた人々によって、そ
の都度新たなコミュニティが形成され、この
賑わいが人々の「縁」をつなぐことにより、
新たな参道空間の創出につながる。

　参道の風景は常に移り変わり、居
合わせる人々も異なる。それが様々
なコミュニティを生み出し、人々の
「縁」を繋いでいく。
①福祉機能をオープンに
　福祉機能をコミュニティの一部と
なるよう参道に点在させることで、
参道一体が福祉機能を持ち、これが
地域を活性化させることを目指す。
②参道から広がる緑地
　参道の樹木は、不適切な枝の選定
などを理由に、腐朽菌が侵入すると
ともに樹形が崩れてしまっている。
そこで、樹木保全のための空間を創
出することはもちろんのこと、参道
の緑地が、設計した建物を中心に参
道の縁まで広がっていく。
この建物が保全だけでなく緑地を増
やす起因となる。
また、この緑が参道と街をシームレ
スに繋ぎ、参道がこの街にとってよ
り身近な場所となる。
③子どもたちが社会性を育む場に
　子どもたちは、ワークショップや
読書、創作活動によって幅広い世代
と交流できる。そういった交流を通
じて、社会性を育むことができる。
また、フリースクール、学習スペー
スといった成育環境に恵まれない子
どもたちにも手を差し伸べられる空
間を提案する。
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岩﨑　大洋
　多くの都市で駅からのアプローチは、公共
性や実用性を重視して効率的に設計されてい
る。しかし、こうした効率性を優先する設計
は、地域特有の魅力や文化、そこに住まう
人々の活動を十分に反映しないことが多いた
め、どこにでもあるような無個性で画一的な
空間になる。土浦駅周辺や土浦市役所もその
例外ではなく、人々が自然に活動し、交流で
きる余地を失っている。結果、活気あるコ
ミュニティの形成が困難であり、地域の魅力
が十分に発揮されていない現状である。

　これらを踏まえ、地域の特性や文化、自然
を反映させ、人々が集い交流できる場が必要
であると考える。本設計では、公共性や実用
性を優先した建築でなく、人々と地域の交流
のきっかけとなる建築とする。高度な空間構
成から解放され、人々が生き生きと活動でき
る躍動感あふれる建築を提案する。さらに、
歩行者や自転車利用者の動線と建築のあり方
を見直し、新たな建築スタイルやランドス
ケープを追求することで、人々の生活に調和
した空間を提案する。

①地域らしさと人々の活動が感じら
れるアプローチ
　地域社会を活性化させるために、
その土地の産業、文化、歴史、そし
て住民の日常生活を感じられる地域
のアイデンティティを映し出す、生
きた空間とする。
②人が中心となる建築空間
　新たな市役所は、人々が生き生き
と活動し、居心地良く集える空間が
必要である。自然な動線や開かれた
空間設計を取り入れることで、人々
が市役所を単なる行政手続きの場で
はなく、交流や共創の場と捉えるこ
とができる建築とする。
③土浦市、湖を感じさせるシンボ
リックな市役所
　土浦市は湖との関係性を強く持つ
街であり、市役所もまた、湖の風景
や風土を感じられるよう象徴的な存
在が必要だと考える。そのため、新
たな市役所は市のアイデンティティ
を表現し、湖である霞ヶ浦とのつな
がりを感じさせるデザインとす
る。。
④水を感じ、意識を向けるきっかけ
を提供するマリーナを利用した親水
空間
　市役所の空間設計には、動線の中
に水を物理的・視覚的に感じられる
工夫を施す。それにより、人々が水
の持つ価値を再認識し、保護や意識
向上に寄与する建築とする。

空と水の間に描く軌跡
―ほどかれた流れが生み出す自由回廊―
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梅村　明里
　現在、準過疎地域も人口減少の流れを免れ
ることは難しく、将来的にはさらなる過疎化
が進むことが予想される。
これらの課題に対応するために、本設計では
多世代を対象として、地域のつながりを強化
し、人々が集い支え合う場としての「駅舎兼
地域コミュニティ施設」を提案する。 本施
設は、駅としての交通拠点の機能に加え、地
域住民の多様なニーズに応える複合施設と
し、地域住民が気軽に集えるカフェスペー
ス、世代を超えた交流を促進する多目的ホー

ル、地元産業をPRする展示スペースなどを
設置する。また、周辺の幼稚園、小学校、農
業高校と連携し、子どもたちの活動や地域イ
ベントが展開できる場を創出することで、地
域全体の活性化を図る。さらに、単なる建築
物にとどまらず、人と人、地域と地域をつな
ぐ「ハブ」として機能することをテーマに掲
げ、人々がこの地に留まりたい、訪れたいと
感じるきっかけをつくることで、会津坂下町
の人口減少を食い止め、未来への希望を紡ぐ
拠点となることを目指す。

ふらっとホーム
―ローカル・駅・交流―

　本設計では、モノや情報、文化が交差する
交流の場として、駅を再生する。
①駅空間を開く
　改札の形態をなくし、町へ開かれたものへ
と変化させる。
②会津の産業
　会津の伝統工芸や地元の農産物に街の人が
触れられる機能を設けることで後継者の育成
につなげる。さらに農林高校と連携させ地域
活動に関わることで地域の発展に新たな風を
吹き込む。

③建築の余白
　従来の公共施設は、セミナー等のプログラ
ムを次々と詰め込む多目的ホールがよく見受
けられるが、そうした施設は用途を網羅する
だけで実際には十分に使われていない。
　むしろ、駅という場に「発見」のヒントを
埋め込むことで、利用者自身がその場を使い
ながら価値を見出し駅が生き生きした場に成
長していく。
　そうした空間こそが鉄道の存続はもちろ
ん、地域全体の未来を支える大切な拠点にな
る。
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大田　光騎
まがりや
―馬と人の共生―

　人は古くより農林業や運搬のために「馬」
を用いた。そして、「家畜」とともに暮らす
ことは、里山などの周辺環境を保全すること
にも繋がり、全体の連鎖性を生んだ。つま
り、「家畜」とともに「持続的環境」が形成
されていた。
　また、現在の地域産業では、人手不足をは
じめとする様々な問題が起こっているため、
新しく人を呼び込もうとするが、それは一時
凌ぎであり「応急処置」に他ならない。人口
減少時代において、人や場所の役割を固定、

または限定しない暮らしのあり方が求められ
るのではないか。
　そこで、本設計では「馬」との暮らしによ
る連鎖を新たな山間地域の環境として現代に
再編する。「馬とともに日常を営む集団」を
「馬家族」と定義し、町に暮らす老若男女が
それぞれの日常に馬と交わり、「馬家族」を
形成させることで生活への変換を促す。ま
た、林業に用いられてきた馬の歴史を活か
し、町の振興活動を活性化させる建築空間を
提案する。

　「馬搬」の振興活動や環境教育を
通して、古殿町の魅力を発信するた
めに、馬房と厩務員の生活の拠点、
馬搬技術の研修・体験施設、アカデ
ミー生の寮を提案。加えて日常に馬
が交わるシステムの構築を目指す。
①まがり屋
　伝統的な建築様式の1つである曲
がり屋を軸に、現代の「まがりや」
を提案する。かつて人々は、重要な
労働力だった馬を家族同様に大切に
するために、馬屋を屋内に設ける曲
がり屋に住んでいた。そこで、かつ
ての「曲がり屋」を軸として、人と
馬を分離し、研修・体験施設を追
加、曲がりを加える。こうして、生
まれた間を人や馬が借りることで、
「間借り屋」としての建築物に意味
を持たせ、馬と触れ合う機会を自然
に増やす。それは、ホースセラピー
として心と身体のケアを促進させ、
馬に興味を持つきっかけになる。
②段々地に沿う
　棚田のような段々の地形を活か
し、馬道は傾斜を残して林業の環境
に近いものとする。対して建築物は
水平に配置することで、居場所に
よって景色が変わるよう、山間地域
の良好な景観を確保する。また、ま
がり屋によってできた間を屋根で覆
い、自然にコミュニケーションが生
まれるような空間を設ける。
③馬と共生する未来
　馬が放出する体遮熱や馬糞を利用
したエコ建築とし、古殿町の馬搬材
であるスギ材を利用する。馬と共生
することに意味があることを示し、
馬搬の実用性の高さを示す建築物を
提案する。
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上村　花
里美村の追憶

―数えきれない命を連ね、編み上げるパノラマ―

　近年、テレワークの普及、都市部での生活
に対する価値観の変化、地方の魅力再発見な
どで地方暮らしを望む若者が増加している。
これらの背景には都心の物価の上昇や、より
ゆとりある生活を求める人が増えたこと、各
地方自治体による魅力的な移住促進策や、地
域コミュニティの活性化など、地方の魅力が
再認識される機会が増えた事が考えられる　
　一方、地方の山間部等では高齢者等単身世
帯の増加により、地域におけるつながりが希
薄化している。今後は地域防犯や、災害時の

助け合いといった地域コミュニティの必要性
を、もう一度見つめ直すことが求められる。
　このような地域は、人々が交流する機能に
加えて、防災機能を持たせた建築を設計する
ことで、建築を通して、安心できる地域づく
りに貢献できるのではないか。コミュニティ
の輪も、地域の中だけにとどまらず、外部に
広げていくことが出来るのではないかと考え
る。

　茨城県常陸太田市で求められる都
市づくりは、少子高齢化と人口減少
の対応、安全の対応、環境問題への
対応、地域資源を生かしたまちづく
りである。現状、高齢化が進んでい
ることから、住民は民家や田畑の管
理ができず空き家、荒れ地の増加が
問題となっている。地元住民、移住
者が住みやすいよう、環境を整える
ことが望まれる。そこで、「安心・
安全確保」や「地域資源の活用」と
いった観点から建築を考える事で、
住みやすい環境づくりに貢できると
考える。設計する建物に、以下の機
能を持たせることとした。
①大豆・小豆加工工場
　里美地区在来種の大豆「金砂郷在
来青御前」と小豆「孫が来た」を使
用した製菓の工程が見学・体験でき
る工場。
②地元資源を利用したレストラン
　里美地区の大豆や小豆を使用した
卵、野菜などが購入できる。
③歴史を学ぶ資料館
　里美地区で行われたクリストによ
る芸術活動「umbrella」に関する
地域住民が撮影した写真の展示、現
地で発掘された土器の展示を行う。
④災害から命を守る建物
　外壁は稲田石で貼り防火機能、礎
には免震機能を持たせた。度重なる
災害と、予想される地震に備える建
築を実現させる。
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川﨑　蒼士
　産業構造の変化や少子高齢化などにより、
最盛期よりも規模を縮小、または廃業した業
種は、国内に数多く存在する。筆者の地元で
ある静岡県静岡市清水区は、古くから清水港
の港町として栄え、造船業や製瓦業、製材業
が盛んであった。これらはどれも巴川が産業
に欠かせない存在であった。また、巴川は河
床勾配がとても緩やかで水はけが悪く、昔か
ら氾濫河川として災害が多く発生した。特に
1974 年に発生した七夕豪雨は当時の清水市
に甚大な被害をもたらした。以降、護岸工事

の進行により大きな変化がみられ、巴川と地
域住民の関わりは疎遠になった。現在も巴川
を利用した産業は、衰退の一途をたどってい
る。本設計では、衰退した産業を復活させる
ため、地域住民や若者に地場産業について理
解し、親しみを持ってもらうことができる建
築を目指す。地域住民と巴川の関わりを増や
すための親水空間と、地域住民と産業の関わ
りを増やすための建築空間を提案する。

①巴川を再び「繋ぐ川」に
　物流や人流を促進するために巴川
を活用した水上ネットワークを構
築。観光船や水上バスで、川を生活
や経済活動に結び付ける。
②「ヒトノワ」：川辺の賑わい創出
　川沿いにイベントスペースを設置
し、川を中心とした地域住民が集う
コミュニティ拠点を設計。
③「ミズノワ」：川を通した教育
七夕豪雨などの水害の歴史や巴川沿
いの産業といった自然を通して巴川
への理解を育む。
④「モノノワ」：地元産業のブラン
ディング
　川沿いに地元の瓦や木材を展示・
販売する「水辺工房」を設置し、物
流拠点としても活用する。
(1)川舟拠点【Site1】
　敷地には商業施設が近く、物流拠
点を整備し、巴川を利用した水運を
復活させる。
(2)製瓦工場【Site2】
　清水瓦を焼く際に使われていただ
るま窯を復活させ、舟に瓦を積み込
む当時の光景も復活させる。地域住
民に清水瓦について広く知ってもら
う。
(3)水面貯木場・製材所【Site3】
　木材団地内にあった水面貯木場を
復活させ、質の高い地元材の製材施
設を計画する。見学、工房でのもの
づくり体験を通して木材への理解を
深める。

ヒトノワ・ミズノワ・モノノワ
―巴川が紡ぐ地域住民と地場産業―
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吉川　愛優
　近年、技術の進化によって私たちの生活は
劇的に変化し、特にスマートフォンの普及が
コミュニケーションに影響を与えている。そ
のような中、新潟県加茂市にあるコミュニ
ティセンターは、地域のつながりを維持する
場として注目でき、浴室がその中心となって
いる。浴室は、物理的・心理的障壁を取り払
い、住民同士が自然に対話できる環境を提供
する。
　クラレンス・ペリーの「近隣住区論」で
は、コミュニティセンターや小学校などが地

域コミュニティを支える重要な機能として挙
げられている。しかし、近年の少子化に伴
い、小学校の統廃合が進み、学区が広がるこ
とで、地域内の結びつきが希薄化する懸念が
指摘されている。
　本設計では、加茂市の小学校の統廃合に伴
う地域コミュニティの変化に対応し、失われ
る小学校の役割を補完する新たなコミュニ
ティの拠点として、加茂市の特色である浴室
を核としたコミュニティセンターを提案す
る。

　本計画では、小学校の閉校による
地域の空洞化を補うために、分散し
ていた3つの須田のコミュニティ要
素を統合し、新しい地域の拠点へと
再生させる。
①浴室に付随するコミュニティセン
ター機能
　コミュニティセンター内に地域住
民の交流の中心となる浴室を設置
し、その周囲に身近で活動的な場を
提供する。浴室での交流を通じて、
地域のつながりを活性化する。
②小学校閉校を補う教育機能
　地域のクラブ活動や行事ために利
用できる体育館・プールとして現校
舎のものを利活用する。地域住民が
利用できる学習施設として図書館を
設置し、こどもと大人が、自然な交
流が生まれるように配置する。
③かつて診療所が担った医療福祉機
能
　オンライン診療所と日用品から医
薬品までを扱う薬局を設ける。医療
の拠点だけでなく、住民が困った時
に頼りになる社交の場として機能
し、地域密着型医療を提供する。
　この建築により、村落社会におけ
る停滞的で社会関係も重層的な人間
関係ではなく、流動的な社会の中で
自由意志 の下で温かな人間関係の
醸成を目指す。

紡ぐ
―地域コミュニティの解れと再縫製―
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高塚　新太
　かつての日本の都市部は豊かな自然環境を
抱え、人間と生態系が共存していた。特に東
京湾沿岸では広大な干潟や浅瀬が広がり、魚
介類の産卵場や鳥類の休息地として機能して
いた。大田区も例外ではなく、湿地や浅瀬が
広がり多様な生物が共生する豊かな自然が見
られていた。しかし、都市の成長により埋立
地の造成やインフラ整備が優先され、多くの
生物が生息地を奪われた。この変化は人間の
生活を便利にする一方、コアジサシのような
希少種の生息地を奪うこととなった。

　コアジサシは絶滅危惧種に指定されている
渡り鳥だが、繁殖地の消失により個体数が減
少している。現在の課題は、このように失わ
れた生態系をいかに復元し、人間と自然が再
び共存できる環境をつくるかという点にある
だろう。
　本設計では、森ケ崎水再生センターの屋上
に、コアジサシの繁殖地となるビオトープと
遊歩道を設置し、かつての干潟環境を再現す
ることで持続可能な都市設計の実現を目指
す。

インフランドスケープ
―自然が息づく水の島―

①博物館
　営巣地に必要な水・土・砂を作り出した
り、コアジサシの生態・生育環境を展示した
りする博物館とする。本設計では下水を水・
土・砂へと処理する過程を展示空間へと昇華
させながら設計を行う。具体的には、家庭か
ら下水処理所までの配管やポンプ所、処理槽
などの、普段見えない設備を視覚的に見える
ようにすることで親しみやすく、また、没入
空間へと変化させる。

②植物園
　下水の処理過程で生じた活性汚泥、処理
水、電気を利用した温室を設計する。ここで
は、植物園を形成し、観賞用の草花だけでな
く、果実や野菜を栽培し、併設のカフェやフ
ラワーショップで販売し、再び人間や生態系
へと還元していく。
③コアジサシ保護観察事務所
　コアジサシの繁殖活動をサポートしたり記
録を保存する、コアジサシの情報発信拠点を
設計する。
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齋藤　冬吾
海と共に歩む

―漁業と防災を通じた地域再生の象徴―

　福島県相馬市は、過去に幾度となく自然災
害に見舞われ、特に2011年の東日本大震災
では、甚大な被害を受けた。津波の影響で海
への恐怖心が根付き、防災対策の強化が今も
重要な課題である。地域住民が安心して暮ら
せる環境を整えるためには、災害時に機能す
る避難施設の充実が不可欠である。本提案で
は、防災機能を備えた避難施設を整備し、迅
速な避難と住民の安全確保を図る。平常時に
は防災教育の場として活用し、地域全体の防
災意識を高めることを目的とする。また、日

常的に利用できる施設とすることで、住民が
防災に対する意識を持ち続けられる環境を構
築する。さらに、本施設は地域の主要産業で
ある漁業とも連携し、災害時の支援拠点とし
ての機能を持たせる。漁業従事者の高齢化や
後継者不足が課題となる中、海への恐怖心を
和らげることで若い世代の関心を引きつけ、
地域の海洋文化や漁業の活性化にも寄与す
る。防災拠点であると同時に、地域の交流の
場としても機能し、相馬市の復興と持続可能
な未来に貢献する建築を目指す。

　本計画では、漁業の継承と防災機能を兼ね
備えた多機能施設を計画する。本施設では、
教育・交流・体験を通じて漁業の魅力を発信
し、次世代の人材を育成する。若手従事者向
けに技術研修の場を設け、基礎から実践まで
学べる環境を整えるとともに、地元住民や観
光客が漁業を身近に感じられるよう、魚の調
理スペースや漁師が運営する食堂を併設す
る。また、漁業体験プログラムやワーク
ショップを開催し、地域の人々と訪問客が交
流しながら漁業文化に触れる機会を提供す

る。さらに、災害時には避難拠点として機能
する防災設備を整え、高台に避難スペースを
確保することで迅速な避難を可能にするほ
か、監視機能を備えた展望施設を計画する。
平常時には海を眺めながら過ごせる場として
機能し、地域住民が海の穏やかさや美しさを
感じられる空間とすることで、津波被害によ
る「海への恐怖」を払拭し、震災の記憶を伝
えながら海と共生する新たなあり方を提案す
る。これらの取り組みを通じて、漁業と防災
が共存する持続可能なまちづくりを目指す。
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酒井　華
　空洞化現象の一例として、地方の商店街の
シャッター街化が挙げられる。大型店の進出
や後継者不足等、かつての賑わいは1980年
代頃から全国的に減少し続け、身近な都市問
題となっている。
　私の出身地である青森県の中心都市の1つ
である十和田市には、2008年に西沢立衛氏
により設計された「十和田市現代美術館」に
より、十和田市の活性化のため、アートまち
としてのプロジェクトが発足し、現在に至る
まで街中に現代アートや有名建築家による作

品が点在している。アートのまちとしてある
一定の成果を出している一方で、街の中心で
あるアーケードの架かった商店街はアート作
品を見に来た観光客の他に人通りは少なく、
約350mになる通りは半分近くがシャッター
の降りた空き家となっている。
　そこで、本設計では十和田市の更なる賑わ
いを創出するために、街の中心である商店街
に人々が集まる新たな拠点を設け、アートの
まちに寄与することができる施設等の拡充を
行い、今後の商店街の在り方を提案する。

アート街
―裏から開くシャッター通り―

　シャッターが下ろされた店舗を見かけた
際、閉店･休業等閉鎖的で寂れた印象を抱く
が、その奥に誰かの居場所となる場を設け、
店舗内の活動が外に滲み出すことで、シャッ
ターのもつネガティブな印象が変化していく
ようなアートのまちに適した提案を行う。
　今回はアーケードのかかった1エリアを選
択し、提案の例として以下に示す。
①アーケード通り
　アーケード通りの空き店舗や空き地を利用
したシャッターのかかった建物。休憩や飲

食、アート活動等幅広い活用ができる。
②裏通り・アーティストレジデンス
　アーケード通りに面する施設の裏側部分を
切断または引き出すことで複数の導線を持た
せた建物又は通り。
③アートのアーケード通り
　アーケード通りの裏側の通りに位置し、展
示室が点在するエリア。アーケード通りの同
じアーケードがかけられており、老朽化によ
る撤去によって商店街のシンボルの消失を防
ぎアート作品を保護する目的がある。
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相良　光希
幽玄との出会い

―日常に溶け込み巡り合う伝承の場―

　近年、日本各地において伝統芸能が関係人
口の減少によって存続が危ぶまれている。
　福島県郡山市中田町には、柳橋歌舞伎とい
う江戸時代末期から続く伝統芸能(農村歌舞
伎)がある。柳橋歌舞伎も担い手減少に伴
い、新たな担い手として御舘中学校生徒が授
業の一環として演目に参加している。私も中
学生の際に、｢義経千本桜｣という演目に出演
し、たいへん思い出深く貴重な体験であっ
た。現在は、御舘中学校の生徒と地元住民で
成り立っているが、今後を考えると地域住民

だけでは存続が厳しくなることが考えられる
ため、これまでとは異なるコミュニティや地
域からの参加も考えなければならない。
　また、現状の柳橋歌舞伎伝承館は年に一度
の公演日以外は特段使われることがなく、来
館者が公演日以外に訪れた際に柳橋歌舞伎を
感じることができない。そのため、これまで
とは異なったこれからの新しい伝承の形と、
日常的に柳橋歌舞伎を感じられ、地域に開か
れた伝承館の形を提案する。

　本計画では、舞台へのシークエンスに考慮
した空間構成を提案する。現状、舞台と伝承
館が一体化しているが、それぞれを独立さ
せ、伝承館に展示室や交流の場を設ける。ま
た、保存会による伝承館の管理をそのまま維
持し、現状の規模から大きく変えず、地域住
民が無理なく管理できる範囲内で計画する。
【日常的に使用できる場】
　施設は公演日以外にも、様々な人がイベン
トなどで使用できるよう使用用途を限定せ
ず、地域に開かれた施設となるように計画す

る。地域住民と来訪者がこの伝承館を通じる
ことで、新たなコミュニティの形成の場とし
て機能することが期待できる。
【柳橋歌舞伎の継承の場】
　地域住民以外の方が来訪した際に、伝統芸
能である柳橋歌舞伎への理解を深められるよ
う、展示や交流の場を設ける。柳橋歌舞伎に
触れる機会を公演日以外にも設け、新たに柳
橋歌舞伎を担う人材を増やすきっかけとなる
ことを意識し、持続可能な伝統芸能に寄り添
えるように計画する。
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佐川　敬汰
継承　町の新たな一歩

―地域と繋がる学び舎の提案―

　近年の日本では少子化が進んでおり、地方
ではその傾向が強く、小学校の統廃合が進め
られている。福島県三春町でも同様に平成
15年から児童数が減少し、令和４年度には
要田小学校が閉校し統廃合された。また、令
和６年度に策定された基本方針(案)では、令
和８年度に現在の６校から３校へと統廃合が
進むことが公表された。やがては町に１校へ
と統廃合が進むと案じられる。そこで、本
計画では、三春小学校への統合を視野にお
き、将来を担う三春町民を育む学び舎とし

て提案する。三春中学校に隣接する新しい
環境での生活に対する不安を解消し、同じ学
校で生活する仲間と一緒に過ごす学校生活を
通して学びの楽しさを実感していくととも
に、地場産材を活用し、三春町の更なる活性
化を目指していく。そして児童生徒、教師、
保護者、地域が親密な関係を構築する居場所
として、これからの社会で大きく活躍してい
く子どもたちを育成していく学びの場を実現
させる計画である。

　本設計では、三春総合運動公園に
学びの場を設け、学校施設と運動公
園の施設を共有し、児童生徒たちが
豊かな教育環境を享受するととも
に、地域住民とつながることで交流
の場となり、地域社会の活性化が期
待される。小学校と中学校は渡り廊
下で接続、さらに、三春中学校のス
クールバスを共同利用するなど、町
の将来を担う児童生徒たちが日常的
に交流する環境の構築を目指す。ま
た、高台にある敷地の小学校校舎
からは、三春町出身の建築家大高
正人設計の三春町町民体育館を中心
とした景観を眺め、その先には三春
城下町まで思いを馳せることができ
る。この視覚的なつながりにより、
学び舎にいる子どもたちと町とが
結ばれる。さらに、三春総合運動
公園に小学校が加わり、さらに充実
した避難場所として運用、災害時の
拠点としても活用されることを目指
す。
　また統廃合による小学校新設を、
新たな地域の教育環境を整備する機
会と捉え、三春総合運動公園の特色
を活かし、教育・文化・スポーツが
一体となった学びの拠点化を目指
し、町全体の活性化と次世代の育成
に繋がる設計とする。
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佐久間　新太
　日本の農作物は、収穫から出荷まで厳しい
品質管理が行われており、安全性・信頼性が
世界的に高い。しかし、日本の農業従事者の
高齢化は深刻な問題となっており、農業を担
う若い世代（40歳未満）の数が少なく、農
業人口が減少が進んでいる。これは、農業の
労働時間が長く、収入が安定しないため、若
者が参入しづらい状況が原因である。特に、
都市部への人口流出により、農村地域の過疎
化が進行し、働き手の不足が深刻化してい
る。それに加えて、農業従事者（生産者）と

周囲の人々（消費者）との交流や連帯の場が
十分に確保されておらず、地域社会全体とし
ての繋がりが希薄になりつつある。さらに、
高齢化による体力の衰えが作業効率や農地の
維持を難しくしたことで、耕作放棄地が増加
している。
　本計画では、農業の魅力を様々な形で体験
してもらい、若年層の農業従事者の増加や地
域を活性化させることで、持続可能な農業を
実現させることを目的とする。

よみがえる耕地
―突然現れた農業の後継者―

　本計画は、農業の魅力を様々な人へ伝える
ために、老若男女問わず参加できる農業体験
施設、日本の農業体験施設、日本の農作物を
用いた料理を学習・試食できる料理教室兼売
店、畑の土を利用した花畑を計画する。
①農業体験施設
　地域住民や訪問者が農業の実践や自然との
触れ合いを通じて、農業や環境、食の大切さ
を学び、楽しむ機会を提供する。
②料理教室兼売店
　単に調理技術を教えるだけでなく、農業や

地元の農作物の価値を深く理解してもらう。
農業体験施設の収穫体験と関連づけることで
素材の鮮度や風味を直接体感できる。
③花畑
　農地を活用して地域に彩りや観光資源を生
み出すことで、耕作放棄地を予防するだけで
なく、地域の風景を美しく彩り、観光客や住
民に癒しを提供する。
　これらの計画により、若年層の農業従事者
を参入させる機会をつくると共に耕作放棄地
を無くし、持続可能な農業を実現させる。
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佐藤　優奈
　保土谷化学工業株式会社郡山工場は、戦前
から現在に至るまで100年以上の歴史を持
ち、自社製品の提供や雇用創出を通じて郡山
市の発展と地域経済に大きく貢献してきた。
しかし、多くの住民が工場の活動内容や恩恵
を十分に理解しておらず、情報不足が透明性
の欠如を生み、信頼の低下を招いている。さ
らに、柵で囲まれた敷地は物理的な隔たりを
感じさせ、地域との一体感を阻害している。
また、現在駅を中心としたコンパクトな街づ
くりが求められる中、郡山駅東側に広がる広

大な敷地は、時代の流れに逆行しているとの
意見もある。本設計では、工場と地域の物理
的・心理的隔たりを解消し、双方が交わる新
たな空間を提案する。工場製品を活用した体
験型施設や学びの場を整備し、工場職員と地
域住民、さらには観光客が交わり、共に学び
楽しむ交流拠点を形成する。これにより、工
場が地域に開かれた存在となり、新たな関係
性を築きつつ、郡山駅東口のさらなる発展を
促す。

1）工場を地域に開く
　工場敷地の一部を開放し、物理
的・心理的な隔たりを解消する。見
学ルートを整備し、工場の歴史や技
術を学べる場を提供するほか、地域
住民や観光客が化学の魅力に触れる
機会を創出する。
2）水素がつなぐ、地域の学び
　工場で生産される水素を活用し、
持続可能な社会を学ぶ場を整備す
る。工場職員が講師を務める水素エ
ネルギーの実験室を設け、学生や企
業関係者が最先端技術に触れられる
環境を整える。
3）東口が拓く拠点
　駅前の立地を生かし、福島の食文
化を楽しめるフードコートを整備す
る。地元食材を活かした料理を提供
し、地域の魅力を発信。さらに、自
由に学習や仕事ができるスペースを
設け、多世代が集う拠点とする。
4）自然が支える減災
　レインガーデンを導入し、雨水を
貯留・浸透させ水害リスクを低減す
る。また、芝生広場としても活用
し、日常的な憩いの場を提供するこ
とで、防災と都市環境の向上を両立
させる。

　本設計を通じ、工場と地域が共存
し、郡山駅東口に新たな魅力を生み
出す拠点を目指す。

共に描く軌跡
―工場と地域が歩む共生の道―
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菅原　梢央
　新潟市の赤塚に佐潟という淡水湖があ
る。この潟はかつて、美しい水を湛え、
人々は大きな生態系の一部として自然と共
生し漁業や稲作によって地域を支えてい
た。しかし、時代とともに潟で営まれた生
業は廃れ、それに伴い、潟の自然を維持す
るものでもあった泥上げやヨシ刈り等の清
掃活動も行われなくなった。それがもとで
現在の潟は水質悪化や陸地化が進み、生態
系にも影響が出ている。この原因はひとえ

に「潟と人とのつながりの希薄化」にあ
る。そこで本計画では潟の利用が減り始め
た1960年代に遡り、当時から現代まで残
り、美しい佐潟を守り続ける原動力となる
建築を考えたい。

　1960年代と現代の2つの時代を
またぐ建築を設計する。
1）1960年代：生業のための建築
　潟の自然環境を保全する上では地
域一帯の農地利用計画と生業への支
援が重要である。そこで、基盤とな
る生業建築の一部である作業場と農
業機械用の倉庫を設計する。また、
水質維持には潟周辺の営農者との連
携が不可欠なため、交流の場となる
よう農産物の販売スペースも設計す
る。そして次の現代の建物へと用途
転用をしてつないでいく。
2）現代：潟と人をつなぐ建築 
2.1）ビジターセンター
　現代ではより多くの人に潟の価値
を伝えることが大切である。佐潟の
豊かな自然や歴史文化、動植物に関
する情報を発信する。展示や案内解
説によってその魅力を学び、稲作や
漁、泥上げなどの体験のできる場を
計画する。
2.2）工房
　地域の農家が農産物やその加工品
を販売、提供することができる。地
域住民と農家のコミュニティが生ま
れることで潟への影響を地域一体で
考えていけるまちになる。また、佐
潟を中心に栄えた食文化の魅力を発
信していくことに加え、ビジターセ
ンターと合わせ、体験と交流が生ま
れる施設となる。

あったかもしれない佐潟
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　近年、地方都市の人口減少は加速してい
る。栃木県宇都宮市もその場所の一つであ
る。「農業のまち」と称されるほど農業が盛
んなまちであるが、農家の高齢化による農業
従事者の減少に伴い、耕作放棄地が増加して
いる現状がある。一方で、2023年8月に次世
代型路面電車「芳賀・宇都宮LRT」が開業
し、宇都宮駅東側に新たな公共交通が誕生し
た。これにより沿線の子育て世代人口が増加
し、宇都宮のまちに新たな賑わいを創出し
た。しかし、停留所の利用者数には偏りがあ

ることは否めない。宇都宮市の活性化のため
にも新たなまちづくりが必要だと考える。そ
こで本設計では、衰退しつつある地域の特
性・基幹産業である農業をこれから変化して
いく未来に対応させることに着目し、農業に
かかわる関係人口を増やすことで農業の未来
をつくり、まちの特性を活かし、地方都市の
人口減少に歯止めをかけるための計画を提案
する。この提案は宇都宮市にとどまらず、同
じく課題を抱える地方都市に希望の光を与え
る種となり、それぞれの都市で芽吹く。

　本計画では、アグリタウンと称する農業6
次産業化を軸に生産、加工、流通、販売まで
一気通貫したまちづくりを行う。
Site1【生産・貸農地】
耕作放棄地を貸農地として農業に興味を持つ
人々に開放し、農業従事者や経験者からノウ
ハウを得ることができ、交流が生まれる。
Site2【流通・加工・市場】
Site1で収穫した農作物を直ちに加工し、採
れたての新鮮さを流通させることで、付加価
値が付き農家へ寄与する。市場では、採れた

ての農作物を生産者自ら販売を行うことで、
消費者側も生産者の顔が見え安心して購入す
ることができる。
Site3【販売・加工・生産・研究】
近隣の宇都宮大学工学部・農学部の研究施設
を併設し、農業を始めようとする若者がデジ
タル技術を駆使した農業を体験できる。ま
た、民間企業を誘致することで、産官学連携
し、農業の未来をつくるための研究、開発が
行われる。道の駅では地域の雇用も創出し地
域の関係人口が増え、活性化する。

芽吹きへの光芒
―次世代交通と農業6次産業化を軸にした地方創生まちづくり―谷内　翔太

　近年、地方都市の人口減少は加速してい
る。栃木県宇都宮市もその場所の一つであ
る。「農業のまち」と称されるほど農業が盛
んなまちであるが、農家の高齢化による農業
従事者の減少に伴い、耕作放棄地が増加して
いる現状がある。一方で、2023年8月に次
世代型路面電車「芳賀・宇都宮LRT」が開
業し、宇都宮駅東側に新たな公共交通が誕生
した。これにより沿線の子育て世代人口が増
加し、宇都宮のまちに新たな賑わいを創出し
た。しかし、停留所の利用者数には偏りがあ

ることは否めない。宇都宮市の活性化のため
にも新たなまちづくりが必要だと考える。そ
こで本設計では、衰退しつつある地域の特
性・基幹産業である農業をこれから変化して
いく未来に対応させることに着目し、農業に
かかわる関係人口を増やすことで農業の未来
をつくり、まちの特性を活かし、地方都市の
人口減少に歯止めをかけるための計画を提案
する。この提案は宇都宮市にとどまらず、同
じく課題を抱える地方都市に希望の光を与え
る種となり、それぞれの都市で芽吹く。

　本計画では、アグリタウンと称する農業6
次産業化を軸に生産、加工、流通、販売まで
一気通貫したまちづくりを行う。
Site1【生産・貸農地】
　耕作放棄地を貸農地として農業に興味を持
つ人々に開放し、農業従事者や経験者からノ
ウハウを得ることができ、交流が生まれる。
Site2【流通・加工・市場】
　Site1で収穫した農作物を直ちに加工し、
採れたての新鮮さを流通させることで、付加
価値が付き農家へ寄与する。市場では、採れ

たての農作物を生産者自ら販売を行うこと
で、消費者側も生産者の顔が見え安心して購
入することができる。
Site3【販売・加工・生産・研究】
　近隣の宇都宮大学工学部・農学部の研究施
設を併設し、農業を始めようとする若者がデ
ジタル技術を駆使した農業を体験できる。ま
た、民間企業を誘致することで、産官学連携
し、農業の未来をつくるための研究、開発が
行われる。道の駅では地域の雇用も創出し地
域の関係人口が増え、活性化する。

芽吹きへの光芒
―次世代交通と農業6次産業化を軸にした地方創生まちづくり―谷内　翔太
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堤　一馬
　現代の林業は、国内木材の需要低迷や担い
手不足、延いては土砂崩れなどの自然災害の
影響も相まって、林業従事者は経営的な側面
から転換期を迎えている。私の実家の家業で
ある製材所も例外ではなく厳しい自然条件下
での人力作業が多く軽労化・効率化が課題と
なっている。
　そこで本設計では、自身の境遇をもとに
ケーススタディを行い、新たな林業のあり方
を提案する。家業として住宅と工場の位置関
係を見直し、時代の変化に対応する柔軟な製
材所モデルの構築を目指す。さらに、技術の

進歩や社会ニーズの変化に合わせて、製材所
が効率的に適応できるシステムを導入し、柔
軟な運営ができるよう設計する。これによ
り、需要に応じた木材加工や地域材の利活用
を推進し、地域経済にも貢献することを目指
す。さらに、単なる製材所の将来像にとどま
らず、林業に関心を持つきっかけを提供し、
森林保全や木材利用の重要性を伝える製材所
の未来像、また林業と地域社会を結びつける
新しい場としての価値を創出し、次世代に向
けた持続可能なモデルを提案する。

家業
ー木と住み開きー

　本計画は、家業として代々受け継がれてき
た製材所の空間を再構築し、未来へとつなげ
る試みである。長い歴史の中で培われた技術
や知恵を継承しながら、時代の変化に対応
し、より柔軟で持続可能な空間を創出するこ
とを目的とする。設計の核となるのは「成長
する空間」という概念である。これは、単な
る施設の更新ではなく、時間の経過とともに
新たな価値を生み出し、地域と共に変化し続
ける空間のあり方を指す。
　具体的な設計手法として、木材の香りを活

かした「香りの道」を敷地内に配置し、来訪
者の導線を自然に誘導するとともに、五感で
木材の魅力を感じられる場をつくる。
　さらに、高齢化が進む地域の状況を踏ま
え、働く人々だけでなく、地域住民や子供た
ちが交流できる場を設けることで、家業の枠
を超えたコミュニティの形成を目指す。昭
和、平成、令和と続く製材所の歴史を継承し
ながら、未来へとつなぐ持続可能な場を構築
し、次世代へと家業の価値を伝えていくこと
を目指す。
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富塚　万也
小さな居場所，大きな家

―多様な人々が集う寺まち―

　様々な困難を持つ人々が地域で暮らし、子
どもや高齢者、地域住民が互いに助け合い，
豊かな社会関係が築かれたコミュニティを形
成することが、昨今の少子高齢化や介護不足
による問題を解消できないか。
　福祉施設が単なる「施設」を超えて、日常
的に誰もが立ち寄れて、お互いに何らかのケ
アを持ちつつ過ごすことができ、なおかつい
ざという時には具体的な援助を受けることも
できる「福祉」の視点でのまちの居場所を形
成する必要があると考える。

　もう一つ、お寺は昔寺子屋やまちの居場所
として、多世代は集う場所であったが、時代
を重ねるとともに人が集まらなくなり、閑散
とした風景が広がっているように感じる。お
寺は多世代の交流を促す貴重なオープンス
ペースだと感じる。
　そこで本設計では、寺がある住宅密集地に
おいて，寺や住宅、空き地を利用し福祉を地
域に展開することで、場所に囚われず自分の
居場所を広げていき、多世代の共生や助け合
いが生まれる住宅地を考える。

　住宅密集地において、寺や住宅を
利用し子どもや高齢者、地域住民な
どが下記の建築を通し、福祉を介し
たコミュニティの生まれるまちを設
計する。
 1.寺
　寺をまちのリビングとして、子ど
もや高齢者、地域住民が集まり多世
代が集う場所。
2.福祉施設の地域展開
　託児所とデイサービス施設を住宅
に持っていくことにより、地域の中
で暮らし、社会との接点を増やす。
　さらにこの建物を子どもや高齢者
が互いに利用することで助け合いを
生み、コミュニティが生まれる。
3.誰もが役割を持てる居場所
　子どもや高齢者は施設にとどまら
ず、まちの中で下記の建物を利用す
ることで、社会的役割を持ち、生き
がいや目的を持って生活ができ、地
域全体に活気が生まれる。
(1)子ども食堂
(2)高齢者カフェ
(3)寺子屋
4.縁側
　上記の建築たちを縁側でつなぐこ
とで、建築内部と外部をゆるやかに
つなぎ、多種多様な活動が縁側空間
で起きる。そして縁側を歩くことで
子どもや高齢者，地域住民など多様
なコミュニティが生まれる。
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中川　綾香
　日本の鉄道は都市規模によって抱えている
問題は様々だが、過疎地域の駅は列車の運行
本数が少ないことが挙げられる。都市部の駅
と比較して利用者の少なさや地域経済の低迷
から活性化が難しく、無人駅や廃線が増加し
ている。その結果、移動手段を失い、地域コ
ミュニティの範囲が拡大せず、孤立を深めて
しまう。移動支援を必要とする人々にとって
公共交通機関は必要不可欠であり、生活を送
るための生命線となっている。
　本設計では、人々の居場所となり、新たな

駅の在り方を提案する。既存の駅舎を建替
え、利用者によって駅の価値を構築していく
アフォーダンスな空間を目指す。駅は単なる
交通結接点としてだけでなく、地域文化や風
景に触れ合え、交流できる人々のサードプレ
イスであるべきだ。

 ①みなかみ町を感じられる駅舎
　世界中に駅は存在するが、場所に
よって機能や文化、風景か異なる。
しかし、日本ではどの場所で同じよ
うに感じられる。そこで駅を降りた
瞬間に地域性を感じられる空間づく
りを目指す。
（１）まちを包括する
　駅前の商店街と駅舎を柱と梁の体
のみとすることで、小さなみなかみ
町を創る。
廃墟のイメージが躯体だけ残るイ
メージのため間接的に廃墟を連想
し、日常のものとして街に取り込
む。町の人々だけでなく訪れた人々
が周知し、全国にみなかみ町の魅力
や情報を発信し、駅から町への進出
の誘発を目指す。
（２）産業遺産コーナー
みなかみ町の産業遺産コーナーを設
け、みなかみの特性を知ってもら
う。イベントや季節によって多目的
に利用できるような可変性のあるス
ペースとする。
②サードプレイスとして
　交流の場を設け、駅舎を通してコ
ミュニティの拡大を図るだけでな
く、自分にとって居心地の良い居方
ができる自己表現の場とする。自分
の居場所として町から人々が寄り合
う建築とする。

共創
―駅に懐く記憶と未来―

●

水上駅

群馬県 みなかみ町

谷川温泉

湯檜曽温泉

●水上大橋

●湯原橋

水上小学校

温泉中心街

源泉湯の宿 松乃井

四季の湯宿桃山流

ホテルジュラク

SL転車台公園

諏訪原公園

１

２

3

4

十二神社

MINAKAMIMINAKAMI

水上駅１

水上駅前商店街２

湯原橋３

温泉街中心街４
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中島　聖翔
　地方都市に必要なものは何か。地方都市で
は今、人口密度の低下が進む。総人口が減る
中で、人が全域に広く散在するためである。
医療・商業等の生活サービス施設の質や公共
交通機関・インフラサービスの維持には、一
定の人口集約が欠かせない。薄く広がった状
態で、今後さらに人が減り、薄くなるなら、
これらのサービスの維持はできず、生活利便
性が下がり、それによってさらに人が減る悪
循環を招くことになる。これを断ち切るに
は、都市機能を見直し、散在した人を中心部

へ集約させていく必要があろう。
　そこで本計画では、都市機能を見直し、散
在した人を中心部へと集約させていくことを
目的に、生活サービス施設の1つである商業
施設と、集約させた人々の生活のための住居
空間を内包した、人々が行き交い、交流し、
新たな地域コミュニティの形成を促進してい
くことを考えた複合施設を計画、提案する。

①スケルトンインフィル
　長期的に都市の発展を支える施設
にするために、スケルトンインフィ
ルの考え方を取り入れる。従来よ
り、さらに細分化し、超長期に使う
構造部分，長期に使うが変更も可能
な外壁部分，使用目的に合わせ短期
で変更できるインフィル部分，設備
機能部分と分ける。これによって、
より自由な変更と建物の長寿命化を
可能にする。
②緑化とスラブの形状
　都市部の緑は徐々に減っている。
そこで、敷地全体のランドカバーを
芝生にし、市の木であるイチョウの
並木道をつくる。並木道にはランド
マークとしての役割も与える。ま
た、建物のさまざまな場所に緑化空
間を造り、施設全体を公園のように
して、周囲に開放されたものにす
る。さらに、建物各層のスラブの縁
を木の葉をイメージした曲線にし、
見上げた際に葉の積層がイメージで
きるようにし、緑化した空間と調和
させる。
③空間をつなぐ
　中央の広場は空間全体にゆとりを
与え、閉塞感を取り払う。また、あ
えて人々の動線が交わるようにする
ことで、空間を自然と往来するよう
になり、人同士の距離が近くなるこ
とで、多くの交流につながる。

地方都市に必要なこと
―往来と交流による集約―
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中島　理人
　我が国では戦後の高度経済成長に伴う開発
や都市化の中で地域に残る歴史的な集落、街
並みが失われていった。そのような中、地域
住民からの保存活動もあり、文化庁は昭和
50年に文化財保護法を改正し、市町村の取
組みを支援する伝統的建造物群保存地区制度
を発足させた。現在、重要伝統的建造物群保
存地区は、106市町村で129地区となり、歴
史と文化を活かしたまちづくりを進める自治
体が増加しているが、その一方、本格的な少
子高齢化による人口減少に伴い、空き家の増

大や保存・保全・解体にかかる費用面での問
題が現れてきている。
　また、地方部は過疎問題、大都市部では旧
市街地の空洞化問題を抱えていたところが多
く、観光まちづくりに注力しなければならな
い反面、地域住民の生活のしやすさとの両立
が求められている。
　そこで本設計では、私の故郷である群馬県
の伝建地区を対象として今後も地域の伝建地
区を持続的に継承することが可能な地域づく
りを提案する。

　本設計では、今後も地域の伝建地
区を持続的に継承することが可能な
地域づくりを目指すために以下の4
つのテーマを複合化した一連の建築
群を設計する。
①　重点計画範囲の設定（図と地を
つなぐ）
　伝建築に黒塗り、白抜きにしたこ
とで伝建築間の隙間が見えてくる。
そこで、その隙間に伝建築同士を繋
ぐような建物を設計することで地域
活性化を図る。
②　伝建築を守る建築
　伝建築の間をつなぐ建物を設計し
その建物の壁を防火壁にすることで
周辺の建物の火災時に急激に火が広
がるのを防ぎ伝建築を守る。
③　稼げる伝建地区を目指して
　織物産業を見学、体験、購入でき
る施設を設計し地域住民や観光客に
織物産業を認知、発展させる。さら
に観光客向けに宿泊施設を併設す
る。
④　地域のイベントの開催空間
　桐生の伝統文化である市(いち)だ
けでなく地域イベントも開催するこ
とができる場とする。さらに、周辺
環境に溶け込むような外観を提案す
る。市(いち)を開催していないとき
には地域の集会所としての機能を持
つ施設とする。

文化の密度
―弱い伝建・古い産業―
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中田　大翔
滅びの美学

―老朽建築が生む新たな「かたち」―

　現代の建築は機械的で、合理性と効率を優
先するあまり、人の感覚に寄り添う曖昧さや
混沌を排除しているように感じる。均質な空
間は使いやすい反面、無機質な印象を与え、
人の営みが持つ揺らぎや偶発性を許容しにく
い。だが、本来、人間の暮らしは不完全で、
混沌としたものではないだろうか。
　そこで、私は「壊す」ことを手がかりに、
老朽化した建物に対して、新たな建築のあり
方を模索する。また、単なる破壊ではなく、
機能性と芸術性を軸にした崩しのグラデー

ションをもとに設計することで、空間や用途
に応じてメリハリのある建築物に昇華させ
る。そこに廃墟が持つ独特な雰囲気―崩れゆ
く構造が見せる時間の積層、光や風の入り方
の変化、そこに生まれる予期せぬ居場所―を
要素として建築空間に落とし込むことで、よ
り自然的で、使い手の解釈や介入を受け入れ
る場を生み出す。破壊を否定ではなく肯定と
して捉え、時間とともに変化する建築の可能
性を探り、合理的な現代建築のアンチテーゼ
となる設計を行う。

　本設計では2つの設計手法を用
いて老朽建築を新しい建築空間とし
て昇華させる。
　1つ目は建物を部分的に崩し、
建築の物質性や時間の積層を可視化
させ、そこに建築的機能や美的要素
を生み出す「壊築」
　2つ目は建物や構造物をパーツ
ごとに分解し、素材や構造を生かし
た装飾や家具などに組み直す「解
築」
　両者を組み合わせることで、既存
の材料を再利用しつつ、環境負荷や
建設コストを抑えたヴァナキュラー
建築を生み出すことができる。
　建物の崩し方には、「剥離」「浸
食」「断裂」「消滅」の4段階の
グラデーションを設定し、それらを
使い分けることで、様々な建築空間
を生み出す。剥離は軽微な崩しで、
新たな動線や視線を作り、機能的で
ある。浸食は開口部や空間対比とし
ての崩しで、機能と美の中間であ
る。断裂は大胆な崩しであり、破
壊によってできた造形自体が作品
として機能し、美的である。消滅は
完全な崩しであり、残骸がかつての
記憶や風景として生まれ変わる。
　また、本設計では、あえて不便な
空間や未完成な建築を設けること
で、住民によるセルフビルドを誘発
させ、そこから生まれる新しいコ
ミュニティや文化形成を目指す。
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鍋野　太一
　絞りは日本最古の染めの技法である。繊細
で高度な手仕事が特徴であり、価値が高い一
方で、現在は継承が難しい状況にある。筆者
が生まれ育った愛知県名古屋市も同様の課題
に直面している。有松絞りは模様が多く、約
100種類ほどの技法があり、旅人に注目さ
れ、町は繁栄を誇った。現在、有松絞りは日
本三大絞りの1つとして日本の伝統工芸に登
録されている。しかし、若い世代に伝統工芸
の魅力が伝わらず、後継者の不足により、継
承が難しい状況にある。また、現在の町並み

は隣接する建物との距離や高さ、道路幅員は
周囲との調和を考慮している。こうした昔の
繁栄と、日本建築の美しさを今に伝える町並
みは、200年受け継がれる貴重な文化財であ
り、日本遺産に登録されている。
　本設計では、歴史的な町並みと調和させ、
地域の活性化と次世代への文化継承を実現す
る建築を提案する。伝統工芸や文化活動を体
験・発信できる場を設け、地域住民と観光客
を繋げる、新たなコミュニティを育むことを
目指す。

まちを染める
―染物のまちで起こすコミュニティ―

①有松絞りの新たな体験施設（Site1)
　現在の有松絞りの体験施設は、どこも木の
格子窓が使われており、外から中の様子が見
えず、体験に参加しづらいと考える。本設計
では、間口を大きく取り、道に対して開放す
ることで体験に参加しやすいようにする。若
者に絞りの魅力を伝え、コミュニティに参入
できる場所とする。
②新たな居場所を作る図書館（Site2)
　観光客に町を知ってもらうための資料館
や、地域住民が気軽に立ち寄れる図書館を提

案する。建物の屋根勾配や軒の長さを曖昧に
して半屋外空間をつくり、観光客と地域住民
が交わる場所とする。図書館には本を読むだ
けでなく、地域イベントを行えるコミュニ
ティースペースを設ける。
③将来的に定住者を受け入れるための宿泊施
設（Site3）
　宿泊施設の内装に有松絞りの布やデザイン
を活用する。有松の魅力を存分に伝えていく
ための、地域の文化や職人技を取り入れた空
間を提案する。
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　養鯉業は、その社会的意義は食料供給の枠
を超え日本の伝統文化や環境保全に深く関
わっている。水田や池を利用し、比較的容易
に養殖ができたことから、各地で養鯉が行わ
れ、日本の産業を支えてきた。また、郡山市
の養鯉業は、安積疏水完成後の明治時代に鯉
の養殖が最盛期を迎え、近年の市町村別養殖
鯉の生産量では全国1位を誇り、郡山市の産
業にとって重要な役割を果たしてきた。しか
し近年、食の多様化によって鯉の消費量は減
少し、国内需要の低下や養鯉業における後継

者不足といった危機的状況にある。また、子
供世代の漁業に対する認知度の低下が問題視
され、野外で遊ばない、自然と触れ合う機会
が少ないことなど、自然体験や生活体験の機
会が減少していることが考えられる。
　本設計では、地域の未来を担う次世代に、
環境保護と産業の重要性を伝える。また、地
域社会の再生と持続的発展を支援する場所を
目指す。地域の伝統産業である養鯉業を6次
産業化し、環境教育と産業復興をテーマとし
た体験型学習施設を提案する。 

①エコシステムに基づく養鯉業・農業の学習
体験
　鯉の養殖・農業において、アクアポニック
スを活用したサステナブルなプロセスを体験
できるエリアを設置する。地域環境の保全と
持続可能な生産のあり方を学べるプログラム
を提案する。
②６次産業化のプロセスを体感
　生産から販売までの過程を可視化し、6次
産業化のモデルとなる場とする。
③環境教育と地域回帰サイクルに構築

　川や自然環境を活用し、生態系や水質保全
の大切さを学ぶフィールドワークを行い，よ
り良い環境教育の場を目指す。また、環境教
育と産業体験を通じて、訪問者が地域に魅力
を感じ、将来的に地元産業に関わる人材とな
るサイクルを構築する。
④交流と産業復興の拠点
　地域資源の魅力を感じられるコミュニティ
スペースや宿泊スペースを設置する。地元の
魅力をPRしながら交流を深められる場とす
る。       

橋本　佳乃
自然の環

―学びと未来を育む場―
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松崎　巧実
　福島県郡山市は戦後の荒廃を乗り越える
中、郡山に多くの人々が集まったことで、音
楽だけでなく、美術や演劇などの団体が結成
された。昭和29年、NHK交響楽団による、
本格的なオーケストラの演奏会が開催され、
この公演を契機に本格的な音楽施設を望む声
が高まり、当時東北一の大きさを誇る文化施
設「市民会館」が誕生した。合唱、器楽、学
校音楽などの各分野での活動や“良い音楽を
安く多くの人に”とのスローガンのもとで
小、中、高等学校における合唱や合奏での顕

著な実績や市民の音楽活動の高まりを受け、
音楽によるまちづくりを推進することとし、
郡山市は「音楽都市」を宣言し、現在に至る
まで「楽都郡山」や「東北のウィーン」と呼
ばれ、音楽文化を築いてきた。しかし、現在
の郡山市の現状としては、音楽が身近なもの
になっておらず、音楽に触れないという人が
増えてしまっている。そこで本設計では、
「街に音楽が溢れだす」をテーマに街の人々
が気軽に音楽に触れることができるカジュア
ルな音楽ホールを提案する。

　本設計では、音楽ホールのフォー
マルで入りにくいイメージを払拭さ
せた、誰でもふらっと立ち寄れるカ
ジュアルなイメージの街に音楽が漏
れ出すような音楽ホールを設計す
る。
1　音楽ホールの分散化
　一般的にホールや劇場は、多くの
機能が付随している。しかし、付随
した他機能がホール自体を覆い、閉
鎖的な空間にしてしまい、固いイ
メージに繋がっている。そこで、
ホールとその他機能を分散させるこ
とで、人々が直接ホールに出入りで
き、ホールを中心に回遊性を持たせ
ることで、音楽を直に感じることが
できる。

2　分散を繋ぐ　
　機能を分散させ分棟化すること
で、敷地内で建物はバラついた印象
になってしまう。そこで、分散化し
た建物の周りをデッキで囲うことで
一つの空間としてまとまりを持たせ
ることができる。一番高いレベルは
公園から続いており、その高さで
デッキを通し建物を囲うことで、立
体的にまとめることができる。また
一番高い公園からのレベルでの視点
場と下からの視点場を作ることがで
き、よりまとまった空間として見せ
ることができる。

音楽の気配
―つなぐ勾配―

　養鯉業は、その社会的意義は食料供給の枠
を超え日本の伝統文化や環境保全に深く関
わっている。水田や池を利用し、比較的容易
に養殖ができたことから、各地で養鯉が行わ
れ、日本の産業を支えてきた。また、郡山市
の養鯉業は、安積疏水完成後の明治時代に鯉
の養殖が最盛期を迎え、近年の市町村別養殖
鯉の生産量では全国1位を誇り、郡山市の産
業にとって重要な役割を果たしてきた。しか
し近年、食の多様化によって鯉の消費量は減
少し、国内需要の低下や養鯉業における後継

者不足といった危機的状況にある。また、子
供世代の漁業に対する認知度の低下が問題視
され、野外で遊ばない、自然と触れ合う機会
が少ないことなど、自然体験や生活体験の機
会が減少していることが考えられる。
　本設計では、地域の未来を担う次世代に、
環境保護と産業の重要性を伝える。また、地
域社会の再生と持続的発展を支援する場所を
目指す。地域の伝統産業である養鯉業を6次
産業化し、環境教育と産業復興をテーマとし
た体験型学習施設を提案する。 

①エコシステムに基づく養鯉業・農業の学習
体験
　鯉の養殖・農業において、アクアポニック
スを活用したサステナブルなプロセスを体験
できるエリアを設置する。地域環境の保全と
持続可能な生産のあり方を学べるプログラム
を提案する。
②６次産業化のプロセスを体感
　生産から販売までの過程を可視化し、6次
産業化のモデルとなる場とする。
③環境教育と地域回帰サイクルに構築

　川や自然環境を活用し、生態系や水質保全
の大切さを学ぶフィールドワークを行い，よ
り良い環境教育の場を目指す。また、環境教
育と産業体験を通じて、訪問者が地域に魅力
を感じ、将来的に地元産業に関わる人材とな
るサイクルを構築する。
④交流と産業復興の拠点
　地域資源の魅力を感じられるコミュニティ
スペースや宿泊スペースを設置する。地元の
魅力をPRしながら交流を深められる場とす
る。       

橋本　佳乃
自然の環

―学びと未来を育む場―
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松本　一馬
　かつて、日本一の産銅量をほこった足尾銅
山は現在、負の遺産として語り継がれ、当時
の産業施設は「近代化産業遺産」として認
定・保存されている。また、浴場跡や鉄塔、
防火壁など遺産には満たないが足尾銅山の歴
史を語る上で重要な遺構が数多く町に点在し
ている。足尾銅山は鉱毒事件により環境を破
壊し、人々の心に深い傷を負ったが、観光事
業や環境再生活動などを通して今では、流れ
る川の水は安全で、禿山は全体の３０％の土
地の緑化が完了している状態だ。

　本設計では、柵で囲われ川の対岸でしか見
る事の出来ない遺産であり、足尾銅山で最も
重要な施設であった精錬所を中心に、足尾銅
山の空気を感じながら歴史を知ることのでき
る道を計画し、町に点在する遺構をデザイン
コードとして抽出した施設を各所に提案す
る。
　足尾銅山に限らず、企業や経済が優先され
住民が犠牲となる構図の下、利便性の高い生
活が成り立ち、利益を受けていることに関心
をもってもらうことを願う。

　足尾銅山を支えた遺産である精錬
所を中心に、Site３つとそれらを結
ぶ道を提案する。
１．あじわうキャンプ場
　鉱毒により川が汚染され、やがて
人が病気となる事件があってから水
の安全性が懸念される。今は安全で
あるが、水に触れるという実体験
が、安全性を示すもので最も価値の
ある指標だと考え、水辺のキャンプ
場を提案する。
　ここでデザインを抽出した遺構
は、作業員・貨物列車用の坑道であ
る。
２．時を育む植林場
　排煙等による酸性雨で木々が枯
れ、足尾町全体が禿山と化した。植
林活動が行われ、現在では約３０％
の土地が緑化完了しているが環境植
林に目を向け持続可能な設計とし
た、宿泊場の付属する植林場を提案
する。
　ここでデザインを抽出した遺構
は、杭夫家と間に建つ防火壁であ
る。
３．みるみられる灯台
　今まで不可能であった遺産全体を
上から眺めることや町のシンボルと
なる灯台を提案する。ここでは町の
資料が展示されるギャラリーを付属
させ、過去を知ると共に、ＳＮＳが
普及した現代における、みる・みら
れる関係を象徴する。
　ここでデザインを抽出した遺構
は、鉄索塔・大煙突である。

銅のえがく語り人
―足尾銅山の遺構に価値を吹き込む―
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村木　蓮
　様々な雑貨や芸術品を個人で制作し、販売
する作家がいる。そういった作家たちが集ま
る市場「クラフト市」が全国の主に公園施設
で開かれ、賑わいを見せている。クラフト市
とは個人で雑貨や衣類、工芸日や芸術品、飲
食類等の販売を中心とした自由度の高いイベ
ントの総称だが、しばしば開催期間が限られ
るせいか、その実、一般の人たちにはあまり
知られていない。クラフト市を頻繁に開催で
きたなら、これらの作家の作品に縁のなかっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

た人たちの来場の機会も増え、引いては街の
活性化にも繋がるに違いない。そこで本計画
では、クラフト市の開催や、作家の出店を補
助・促進することのできる公園施設を設計し
たい。本計画の敷地には、福島県郡山市安積
町のカルチャーパーク周辺を選んだ。それ
は、全国から出店や来場が見込まれるクラフ
ト市の性格上、まとまった広さがあり、平日
も小規模の開催ができること、交通の便の良
さが必要なこと等を考えたためである。

Craft Market Park
－クラフト市開催を目的とした公園施設の設計－

　本計画では、公園と施設を設計する。公園
においては、広場等のエリアを、施設におい
ては、本部施設、ワークショップ施設を設計
する。
　公園内には、周りを低木で囲むことで入っ
た際に視点が中央で行われているイベントに
集中し観客に一体感を与えられるようにした
広場を作る。その他のエリアには、作家たち
が出店するエリア、彼らがテントの設営に利
用する水汲み場のエリア、公園内の川に掛か
る橋のエリアを作る。

本部施設には、主に受付やカフェ、図書エリ
ア、学習室、イベント紹介エリア、会議室を
配備する。この施設は、出展者や来場者が行
き来する場であることからそれぞれの交流の
場が生まれるような計画とする。
　ワークショップ施設は、来場者を含め、最
も多くの利用者のある施設のため開放的な空
間とし、普段のクラフト市ではカフェやワー
クショップを行う場として扱い、大規模イベ
ント開催時には、主催者や関係者の拠点とし
ても利用できる施設を設計する。
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山口　愛莉
　東日本大震災以前、東京電力は、福島第一
原子力発電所周辺の津波の遡上高が15.7ｍ
になる場合があると試算したが、その頻度は
千年に一度だとして対策を怠った。その結果
多くの被害が出たことは周知の通りである。
こうしたことは枚挙に暇がない。また、地球
温暖化の影響か、水害はじめ様々な災害が頻
発・激甚化しているが、その備えは脆弱であ
る。この背景には、過去に学ばず、不幸な言
葉は災いを招くとして発すること自体を避け
る言霊思想の存在がある。再び悲惨な事故を

繰り返さないために、もはや言わない美学か
ら発想を変え、市民が避難できる施設を用意
すべきだろう。ところで、子供の遊び・学習
を支援する場所は存外に少ない。既存の施設
は飽和状態にあり、子育て世代や子供自身
の、地域社会との交流を促し、子供の健やか
な成長と学びを支援する教育施設の充足が求
められている。そこで本設計では、日本が、
そして地域が無意識に抱える問題の解決を目
指して、未来へ繋がる人・地域・暮らしにか
かわる建物を造ることを目的とする。

未来を守る
―いわき市の防災・災害拠点の計画―

　防災シェルターは、市内全地区に人口に応
じて造ることを想定するが、本計画ではその
モデルケースとして平地区に計画するものの
みを示す。なお、避難対象は災害発生時に計
画地から半径1ｋｍ圏内にいる人とし、500
人収容可能な施設を計画する。教育施設、通
路では、子供達が安心して遊び、学び、成長
でき、かつ保護者や一般の方達も一緒に楽し
める場所として、以下を計画する。1. 雨の
日でも遊べる場（遊戯室・屋内運動場）2. 
集中して学習に取り組める場（学習スペー

ス）。本計画では、断面については、有事と
平時を象徴する施設である防災シェルターと
教育施設を、地下と地上とで対比的な関係を
持たせることを意識している。同一でない半
径の円をあるいは重ね、あるいは離して配置
する。こうした構成は、個々に多様性を持ち
つつ、それぞれに完結する円という形に，言
霊を否定しつつも、平和を願い、託そうとす
る祈りを込めた表現を表している。夜にはラ
イトアップを施すことで、これら3つの施設
は、地域を安全に導く、光の輪となる。
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吉田　太地
　今日の現代社会では、デジタルコンテンツ
を消費し続け、自然と触れ合う機会が激減
し、浴びるように消費するメディアによる情
報量にストレスを貯めている現代人が多くい
る現状にあり、年々深刻化している。
そのような現状を改善するために、山形市の
馬見ヶ崎川流域に「自然と生命を認識する場
所」というテーマを提示し「淡水魚の水族館
を基盤とした、市民の憩いの場」を計画した
い。
　本計画の目的としては、生命の源である、
川の中に住む生物を軸に、山形に住む命や恵

みを展示することで、先ずは普段見えない川
の中の解像度を向上させることにある。そし
て、今後の人生で川が目に入ってきた場合
に、記憶が呼び起され、それに連鎖して身の
回りの自然に対する思考や興味、感動といっ
た感情を沸かせより豊かな生活をすることに
ある。
　現代の人類は、デジタルの世界での生活が
主流であるため、自身が住んでいる地域の自
然からでも、自然と生命の素晴らしさを再確
認し、感性を磨いていくべきだと考える。

環
―今こそ目を向けるべきもの、自然と生命を認識する場所―

　本計画では「デジタル社会から自然へ還る」
というテーマを掲げる。
　このテーマの目的としては、現代の発達し
たテクノロジーの否定ではなく、本来人間が
接してきたもの、するべき活動、知るべき知
見を再度認識し、四季折々に変化する山形県
の景観や、身の回りの出来事と感動できる価
値観を再構築させることである。このような
経験を積み重ねていくことで、健全な精神と
肉体を育み、人生に活力を与えていくことが
できる。

　全ての栄養となるものは「水」を含んでお
り、古来より「万物の根源は水」であるとも
言われてきた。それゆえに、水に関するレ
ジャー施設もあるこの地へ施設を建てること
により、毎年 10月に馬見ヶ崎川の河川敷に
て行われる、山形県民の愛する芋煮会を筆頭
に四季折々のイベントを開催できるほか、山
形市周辺の教育施設の学習への貢献も期待で
きる。
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